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巻頭言

多難の新年を耐ふ

謹んで1951年の新春を涛ぎ、會員諸妥のご健勝をお蔵ひ申上げると共に、本邦林莱界の振興詮心からお斬り

致しますb

恰も今年は、敗戦の前後數年間殆んど休眠)伏態にあった本協會が、皆さまとともに総力を緊げて再建に衝って

参りました結果、概ね撫期の通り復興4ケ年計愁を完建し、10,000名の會員を樋じて各般業務の蓮瞥沙獅く軌遁

に乘らんとしてゐる極上げの年であり章す。同時に192エ年本協會が誕生してから、林莱技術尊重の信條を謹持

しつつ孜赴瞥為幾多の業演を稜んで，將に30年に達した記念ずべき年であります。すなわち本協會にとって

は、慶びなくして遡えられない感謝と悠激を礎ゆる新年であると申さねばなりません。

雛って世界の篇勢を大観し童すと、大戦後各國の關心が惠ら西醗の一角に向けられてゐる隙に、鐘のカーテン

は急激に延長し、東西雨半球に跨って蝿挺30.000kmに及んだと謂はれており童す”このカーテンの周綴で健騒

火の玉を蓮ねて野火方黙え鐙がるときのように紛箏動凱が綴出し、日本の周遜でも瞬く間に支那大陸の全域が赤

色に塗りつぶされ、また朝鮮では、33度線を挾んで牛島を横ぎる戦線が大幅に進喋と後退を繰り返しておりま

す。この戦局の段階ば、鐘に重大なる新らしい戦零を意味するに至ったとも報道され、或は翠瞳すべき憶鐵を下

して大勢銃に決せりと云ふ向もあるそうであります。これがため戦後5年に及んで今問鬮民焦慮の牛・心となって

ゐる對1ﾖ識和問題も、またまた足踏みの謎におかれてゐるようであります。

このような混凱した時代の嫌相の狸に暦はめ<・って新らしい年に入ったのでありますが、この錯維を極めた惟

相の鍵縛は果して世界人類を奈遜に押し込んで行くのであり叢せうか，年頭に雷面して鱒惑交灸到るを禁じ得な

いのであります。

云ふまでもなく泰平を讓歌する春でもなく、葦た単に希望的の慶覗を交換する新年でもありますまいc若し脚

下に伏在する脆弱性と危瞼性を多分に孕む丙外の事態に目を蔽ひ、表面的復興の華かさや特需溌蕊の餘波を露っ

て、随性的の直例行事に酔溺するやうなうわずった現象がありとしたならば、それは禰國を一層危きに陰れる怖

るぺき結果を招くであり童せう。恂に溌噺を許さない多事多難の新年であると云はねばなりません。

このとき我為は、動ぎなき同人偲統の糖紳の上に立って、行路の難きをzIg粥の猶とし、多難の新年力割來した

ことを欣び迎えて虚理したいと恩ひますbこれがためには、極めて現寶に即した企蜜避持ち、加ふるに睡盛なる

溌行力を用意したけれぱなら添いことば申す迄もありません。このよりな心総えと蝋全の錐によって、林業界の

繁蕊と林業の圃家寄與を衝さねばならないと老へるものであり霞す。

本協曾も亦謄來爲すべき幾多の設計を持っており震ずが、とりわけ本年は鍵に定められた方針に基､､･て、特に

大いなる力を集中して意義鵠､創立30周年の記念事業を遂行し、筒多くの犠牲を擬悟して磯鰯紙の月刊とその

充蜜を敢行し、以て皆さ童のご期待に副ふくく椴力ながら懸命の努力をいたしております。このことたるや云ふ

ば易くしてその實行は、特に今日に於て決して容易な業ではないのであります。お互ひ同志の協會のたあに、鑓

大のご協力を賜はるよう衷心からお願ひ申上げます。

欣んで難事に赴く新年の決意を慶びとして年頭のご挨拶に代えさせて頂きます。

（1951.-12-m．學術曾鍍勧員選謡締切の日祇川稿）
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､本會創立三十周年記念事業
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懸賞論文募集
一一一一

(農林省後援）

木曾第3回懸賞論文は記念事業の一環として職に農林省の後按に依り磯大に蜜施鈩る,ことLなった。
廣く各位の奮って應募せられんことを期待する。

1．課題･･……:．……･･我が国赫野行政の重黙施策と とすることがある

その具現方策について、 4．審査

2．募集規定 ◇審査期日昭和26年7月－8月

◇審査員 、◇應募者の資格は限定しない
◇論文の大きさは2蔑字〔400字詰原稿用紙50枚）以 審査長林野願長官 減川信夫

謹査員林野照林政部長 大坪藤市内とする
但し別に大要を記した梗概（800字以内）及び略歴を 〃 指導部長 藤村重任

〃 業務部長 佐木蕊夫添付すること

◇募集締切昭和26年も月末日 鍵林省弘報課長 藤潅吉生

◇逢付先東京都千代田随永田町二ノー 林業試駒場長 長谷川孝三

斌團法人日本林業技術協曾 東京大學教授 磯部秀俊

、◇應募注意 ′ 〃 島田錦藏

イ、應募ぼ一人一篇とする 参議院磯員 三浦辰雄

ロ、封筒の表紙に『懸賞論文』と朱書すること 衆製院議員 樫山繁太郎

ハ．封筒及び論文徒は必ず住所氏名を明記するとと 参議院農林専門員 倉田吉雄

二、應募作品は未發表のものであること 國土緑化推進委員曾副委員長村上龍太郎

示、應募原稿ほ返還しない 財風法人林業經濟研究所理事長早尾丑麿

へ、入選論文の版權は本會に歸鴎するものとする 小林林業株式會牡盈長 小･林準一郎

3．入選及賞 威風法人日本林業技術協曾理事長祇川恭佐

特賞農林大臣賞（副賞10,000円） 1名 5．發表及表彰
一席林野臆長官賞（副賞10,000円i) 1名 イ、審査の結果は『林業技術』誌上に霊表すると共に
二席賞金5,000円 .2名 入選者に邇知する
三席賞金2,0001円 3名 ロ、入選論文は『林業技術』誌上に登載する

但し審査の結果各席に適當な該鴬者がない場合は空席 へ、入選者の表彰は30周年記念式典に於て行う
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， 、蕊菫皇眞ヨーZ之二二“亘邑臺臺儂林省後援）
記念行事の一として森林富眞作品を募集してコンクールを行い云堂に陳列して一般の恐翻に供P;-る

と共に優秀作品に對して表彰を行う。

1．題材“．．…．．…･…･･林業に關して参考となる震興作品 チ、入選作品については原鐙（フイルム〕を木曾に邊
2．募集規定 』 付すること

◇應募資絡限定しない リ､畷募作品の版棚は木曾に蹄厨するものとする
◇應募作品の大きさ四ツ切り以上に引伸したもの 3．審査及表彰
◇邊付先東京都二損代田瞳永田町二ノー ◇應募作品ほ審査して入選作品は次の通り表彰する

武團法人日本林業技術協禽
特選1紬鍵林犬臣賞 （副礎5,000円）◇締切期日昭和26年7月末日

◇繕注意 第一席3黙林野寵長官質 《副撤3,000円）

イ、懸募枚数艇は制限がない 第二席5鮎鍵金 2,000円
第三席10黙賛金 1,000阿戸、封筒のの表紙に『應募富眞』と朱書するとと
佳作50鮎賞品

ぅ、作品にほ必ず題名を附すること
＝、作品の裏面には次の事項を明記すること。 ． 但し各席腱迩鴬な該常作品が無い場合は空席とすることがある

］・題名
◇審査期日昭和26年8月2．題材の内容について簡箪な説明
◇謡査員窺眞の擢威者反び林業關係者中より委嘱の識

3.撮影年月日
定（確定次第發表する〕 、

4．撮影の場所
◇議査の結果は『林業技術』に發表する5．應募者の住所、職業、氏名
◇入選者の表彰は木曾30周年記念式典鴬日に行う木、應募作品は末發表のものであること

へ､應募作品は昭和25年1月1日以降に撮影したも 4．展磁會
のであること 入趣作品は展職勘を開催して一般に公表､ｻｰる（期日場所

卜､應募作品は返却しない 等未定)その後各支部に巡回展翻曾を開催する

巳

-－（1）一



9

一一 －9■

I
一

一一

造林振 ＝、

一テ第二回懸賞論文入選作品一

治山治水協會農學博士猿藤治一郎 I

＃

’

一一－訂

…

〃
Q

はしが．き

避林の振卿と云ふととは、日本を平和國家として再建す

る上に於て韮本的な一つの重要な課題であり國土を災髻か

ら謹って樂土を建設し民生の疾走を岡るためには戦時戦後

を通じて行はれた濫伐過伐の後始末の造林を速かに完逐し

て林野の荒溌を防止し森林整備の諸施策を遂行して森林生

産の増殖を岡ると共に、保安林制度の張化各種災害隣J1二林

の増設に依って食湿墹産の保障、發電水力の維持増湿に寄

與するは勿論戦災都市の復興、保健衞生､風光の維持など

の見地から風土全般を緑化することが、國民の思想を和ら

げ文化の晶上に國民の精進を傾倒せしめる上に極めて必要
姪あるとして先般國土織化推進委員曾が設立され國民各層・

に協力方を呼びかけることムなった。また政府としては今

期議會に對し愈之懸案の麹*臨時措置法を提出して現在あ

る伐傑地、無立木地若しくは散生地たる森林又は原野であ

って國土保全の上に緊急に造林を行ふことを必要とするも

のを遥林地と指定して急速濁氷を企間して居る趣であり執

れも磯宜に適した企として衷心欣んで居る､もので必ずやこ

ｵ鶴に依り大に鋤*熱が膨興することであろうと信ずるも

のである。然しながら私は本格的に遥林の振興を策する上

に於ては筒多くの施策阿弘はこれを假に地擁と呼ぶ」を必

要とすると認めるものであって以下主として林政方面から

見た趣氷振興のために必要な地雄に就いて述ぺることLす

る。

、 1．官民林野所有瞳分の是正

現在我塑の林野は鞠*省統計表での分類に依れば（第24

次統計表)これを國有畷御料を含む）と公私有に大分し

公私有は更にこれを都道府縣有､市町村有凰部落有、牡寺

有、會iiz有，その他團魁有及び個人有に腫分されて居るの

であるが、この林野の國有と公私有の唾分はその林野の持

つ使命その經笹の目的に錐いて合理的に随分された結果の

ものでば無く、唯照に林野の沿革的な理由に依る随分に過

ぎないのであって頗る不合理なものを含んで居るのであり

このことば、次の「ブロック」別分布比率を見ても肯づか
ノ

れることであろう。即ち

（］〉北海道地腫 〔2’東北地唾

國有 67％ 國有 50%

1

公有 12％ 公有 r7%

轆蔦｝ ，'％ 職雫｝ 33％
計 100％ 計、 m0％

（3）關東北隣血腫 （4）中部地随
●

國有 31％ 國有 21％

公有 13％ 公有 30％

驚雫｝ 56％ 驚雫｝ 4"‘
計 100％ 計 100％

(5〕近畿地腫 〔63中國地厘
國有 3％ 國有 6％

公有 27％ 曇有 ・24％

瀧’ 70％ 驚雫｝ ’70%、
計 ’00％ 、 計 ’00％

（7）四國地随 （8）九州地腫

圃有 14％ 國有 22％

公有 12％ 公有 21％

悪剰？4％ 鰊｝ 57％
計 100％ 計 100％

<伽考）地逓は元の地方行政事務局の腫域に依った＄の

であり．統計も少し古いけれど大勢に鍵化は無い
散便宜この数字を使用した。

毎

ノ

垂
】

以上の如き分布の質情であってこれを時代感覺に依つ･亡

假へぱ治永その他國土の保全、公安公益に關係の彊度な地

謡國立公園地域、各種災害の防止上重要な森林等で企業

的施業に硬度の制約を必要とする様な林野はこれを國有林

野として存置すると共にこの観職から新に國有と鱈すを必

要とする所はこれを國有林に銅入する一方企業的林業の對

象と成る林野はこれを公有或は私有に開狡･ずぺきであって

これば國民の林業に對する企業意欲を増進する上に於て頗

る必要であると思ふ。

2．公有林野の管理湿分決定

次に現在の國有林野中には，その成立の沿革から見て地

元住民の生活並に産業のために必要な蚕材”供給源で蘇制

時代の村の入曾地であった林野が多分に含童れて居り國有

林に編入せられた以後に於ても何等かの形に援てこの資源

を利用し瞥避は素よりこれに依存して種糞の産業を醤んで

層るものが多いので1．に於て述べた見弛に依り繊討され

て開放せられる國有林野ほ勿論のこと、公有林野中の大宗

－（ 2 ，－
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遼藤：篭林振興嬢〔懸賞論文）

經瞥すざき森林と（画）他産業と|淵連して侭畷する銅ﾎ即

ち幾用林と去はれる調糸とに瞳分し､前者に對しては森林
動

生産の保織、増弧の目的の施業案を編成すべきであり､,施

業方針が同一であるならば經誉規摸を適街にするために要

すれば森林組合を組成せしめて資行すべきであり公有林野

も市町村その他の雑木財産として經醤するものはこれに包

含せしめても差麦ないと恩ふ･次に（ロ）の他産業と|淵蓮

し･て經管す急森林即ち農用林と云はれる森林及び公有林中

華本財産林以外の林野は次の鮎を老隠して施業方法を決定

すべきである。この職に開して森林法も第7‘朧に於て｢"

林組合ﾉ施業案ﾊ各胎員ﾉ經濟能力及其ﾉ森林施業二關

スル意見ヲ参酌シ組合員ノ所有スル地磁丙森林ヲ綜合シテ

之ヲ編成スベシ」とある蝿7條第3項）左荊'Lぱこの法

文の趣旨に從って施業案を編成う-るに於ては異った脇濟

力、異った欲求を以つた多数の小森林所有渚の森隊を結合

して出来た森林組合に於て劃一的施業方法を執る様な施業

案が出來急筈は無く勢いそれは假令r森林生産の保縦」を

目的としても唯箪に荒溌防止のためにする施業調揃案に止

まるより外はないものと老へる、

公有林にあっては第7條の第2項に「公有林ノ施業案ハ

其ﾉ森林=付莨接利篭隠係ｦ有スル者ﾉ意見ｦ参酌ｼ製炭
業者其ﾉ他其ﾉ森休ﾉ經誉二依存ｽﾙ産菜二從事スル者ノ
利害ｦ考慮シテ之ｦ編成スヘシ」と規準し室肩治様に町村
叉は部落住民の生活並に産業に密接な關係がありこれ等を

考慮して編成されるのであるから前に述べた基本財産とし

て收盆を主として經螢すべき林野以外企築的林業の對象と

することは無理な所力彰い｝然るに拘らず編成された森林
組合の施業案詮見るにこの含承の鋏けて居るものが多い、

森林所有者の協力を得られぬ原因がそこにあることは疑い

なし､所と恩ふ，

4．企業林業の認識昂揚

蓋林促進の必要から森林の公詮性を狼調し國民の公餓心

に訴へることは詞に必要である、現存する多くの森林ほ國

土保安のたあとか災害防止のため（海岸保安林の多くの如

き）とか乃至は祀父の植へた木を伐採して利用するのだか

らこれを孫に残創ｰのだとか云ふ議な考へから迭林されたも

のも多く兎角森林の經螢は企業としては成り立ち兼ねる綴

に老へられ犠牲的蒲赫の發露が必要である鎌に説かれ、こ

の考へ方の鍍張から從來の國庫の補助も行はれたのであ

る。勿論林業は何分にも長年月に亘る事業であるがために

ハンデキヤツフ･を持つことは事質である。然し經誉よるし

きを得れば決して企業とし歩の悪いものでないことは永田

龍之助氏の云はれる邇りであって同氏の調べに依れば我國

の優良林業地に就ては厩めて消睡的に見識っても慨に平

均1割5分を越え普邇には2割以上に達していた」と云つ

である町村有林野並に部落有林野及び名義は個人の共有で

はあるが質質的には部落有の林野寵あるものk殆ど全部と

云ってもよろしいほどその大部分の林野はその關係民の日

職の生活乃至その産業に必要な費料の採取地であるが故

に、これが利用目的にも競合があり地力に應じた森林生産

第一の目的に供するのには困難な状態に置かれ・之あるから

これまたそ画町村或は部落の住民の生活の保障、産業の助

長等杜會政策的見地からも充分な域討を加へ利用目的の競

合から乗る林野の酷使虐待を是正し荒駿を防止する侭勿論
進んでその利用度を高めて行く措置を誰ずるために所謂管

e

理腫分を行って林業經誉地と林業經誉外地を決定し開拓地

として開放すべき林野はこれを林野行政の方面から自主的

に訣定手べきであって從來の鎌に「龍拓溌定地」と云ふ名

目の下に縦を被せられこれから暁出するために藻掻き造林

意欲を喪失させる様なことの無い綴先手を打つべきであ

る。公有林野に對しては鑿に管理腫分を行ひ以上の厘分は

一應濟蓑せ、また疏鳶諺職扇戎の際これを行ふたとをろもあ
るが頗る姑息であり現在の國情經濟欺勢から見ては不適常

である。

3．公私有林の施業案編成方針是正

公有林を含めて私有林には現在既にその6割を完了し來

る26年度中には一應全部の施業案編成を絡了する豫定と

云はれる。然し從來編成された施業案の賞行成綴と云母こ

とに成ると甚だ寒心に堪えぬものがある。これは戦時中の

「計劃無頑」の指導の餘弊許りでは無く多くの施業案がそ

の所有者の企業意圖を全然無硯したものであるために、森

林所有者の協力を得られないと云ふこと力誹常に多く開係

して居ると思はれる。殊に我國の森林は24次農林統計表

に依れば393,584世帯に依って自誉されて居るとあるがそ
〆

の丙森林業のみを自誉するもの〔これは相営大面積の所有

者)は塵に9,337世帯で2.3％張に過ぎず､また主として

森林業を管み從として他の業を自鍵；-るものほ7.6％、主

として他の業を醤み従として森林業を誉むものが資に約

90％であって､森林力零細な所有に分割されて居る理由も

そこに在る。而してこれ等の經誉者の多くぼ、農垪の傍ら

森林を經誉して居るのであって，農家經菅を多角化する必

要からその森林を森林生産第一主義に依って經誉すること

は不利であり､經管主禮たる農家力彌合利盆を増加するた

あに．森林のみを企業的に題鐙する．と云占見方からすれば
震性的認誉と成って居ることがあらう。然しこれはその經

蓄主遥〔主として幾家）からすれば止むを得ないとと上云

ふより寧ろ必要なことム思ふ･然るにこの巖な林野に對し

企業零經管の手段として他の森林と併合Lて森林生産第一
主義に依って編成された施業案に依りその施業を張いらる

ることは苦痛であり無理である。依工私は〔イ）企業的に

－（
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遼躍：造林振興策（懸蛍論文）
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て居られる、若しこの事質を企業家が充分納得しだならば 購踏す）る一つの原因でもあると思ふ･
f

一般造林に野して補助金などは勿論無用であり企業は必然

的に興ると思ふ、この認識を昂めるための宣傳が鉄けて居 む す び

るのでは無かろうか。 以上要するに現下の政策は、國土保全の立場からの要造

5．森林所有の不安除去 林地の確保、これに要する資金の融通､所要樹苗の供諾を ，
森林所有者の企業意欲を昂揚するためには森林鯉瞥の企 岡ると共に、國民の森林に關する認識を昂揚して育林に要

業利益が決して紗くないと云ふことを國民に周知させるこ する努務動員の準備に遙進して居るのであるが､假ﾍぱ園

とが必要なことは前述の通りであるが、赫地所有に對する 民が辨営を携へて苗木を荷負ひ鍬を手にして立ち上って

安心感を輿ヘることもまた必要であろう。勿論吉野地方の も，地諦(私の云ふ地栫）の出來て居ない林野にぱ本絡的

如く借地林業で蕊えた地方もあるが保守的な挫民心裡を知 な造林が出來なL､の毛あるから。先づ第一民間企業家の活

るものは林地所有罐に識する安心感を與えることもまた有 動分野の競張その他種盈の地掠を濟せて待つことが整調振
效であることに異見は無いと恩ふ、先般來農地に對しては 典上重要であると云ふりであり、また從來造林促進上の基

大きな改革が行はれ多くの農地が開放せられ目ｲ吋挫が創設 本的團禮とし｡ご育成して来た森林組合がその性絡に大なる

されたのであるが．この際國民は必ずや土地全般に亘って 鍵更を餘義なくさせられると云ふ情勢下に於て地除團鐙で
何等かの改革が行ほれるものと老へ、或る縣の如き既にこ ．、あり地方自治法により張化せられる市町村､都道府縣等に

れを見越して多くの開放的麗分が行はれだ、これに對し政 その責任を持たせiることを考慮することが望蚕しいことで争
府は数次に豆って琳地に對しては開放の意志なし」と言 ある。

駕藤絢灘\蝋繍鑿獣謡擬鱸駕雲窯灘鐵鐵#鰯
開拓討議などで衝際上開放せしめられつ上ある、これが林 合を自主的に綱整蚤たは排除するために立法的措巖を講ず

地所有者特に犬森林所有者には不安轌ある、本椛的造林を べきことを提唱する芯のである。確り）

× X × ．
』

勺＝ 、

ｰ

學術會議會員選畢についてｰ

先般賞施された學術會議會員の選躯に際しては有撚者各位の絶大愈る御支援に依り下記の通り賂為

豫想に近い好成績を以て柊了しましたこと紅深謝します

昭和25年12月 日 本林學會

日本林業技術協會

今

営 選者 （備勃

全國唾九大教授 西田吃二氏 第六部の各部門別當選者數は次の通りである

所麗 全國極 地方塵 計

北方林業曾長 原田 泰氏 3林學 6 9
名古屋螢林局長 野村進行氏

・霊 糸 5 1 6
農學東大激授 吉田正男氏 4 ．， ち

林業試験場長 長谷川孝三氏 鐸工學 3 1 4
鍵墜化學 2 ユ 3林業識議場邊林部長大政正隆氏
農業經濟 1 - 0 1

地方瞳（北海道） 北大激授 中島康吉氏
畜窪 1 0 1
水産（東北） 秋田壁林局長柴田 繁氏 ， 0 ．，

ざ

〔九州） 九大教授佐磯敬二氏 計 23 7 30

幽
一

』
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1

林業の經濟機構
７

日本大學敦授太田勇治郎

……蓉舜電…I…蝉……鴫舞

灯

第一林業資本の集積過程

産業の基本たる生産要素の両自然と勢力とを所與のもの

とせば一定の且鯏3の下に産業の動向を定むるものは資本で

あるから費本の蓄積は産業の感衰上重要な關係を持つ。林

業蚕本は主として立木犀利用施設の形で詫迂られるもの

であるがこの費本が何凝から來るか、如何にして集積せら

れるかを按ずるに近代産業に於けるが如く株式等の方法に

より大衆資金を誘致するとか金融資本を利用するとかいふ

鍋蜜は認められない。結局髭の殆ど全部は自己資金にかか

っているが、その由來を見れば（1）商工業又ほ金融業によ

ぉ利盆の一部を投黄（2）繼承せる森林賛辮こよる所得か
らの再投費（3）農家等の零細なる賛金或は餘剰努力の集

職等が主禮である。生産要素の餅'森林侭それぞれ所有者に

よって獅占せられ、自己經瞥が行はれるので自由起業力溌

達せぅ§勢い自己費本によるの外ないことになる。

このような林業の經濟機構織近代的な資本主義經濟機織
に對すれば全く原始的形態というべく、か上る前資本主義

縫淡の林業が發謹せる經濟献會の丙に存立することは一つ
の稲思議であり、普通には理解し難いところではあるまL&

か。 風

明治維新以降鳳本の資本主義經濟は長足の進歩を遂げ
た。その間に於て非資本主義經濟機構の林業も亦相富の進

展葱示し、林業の資本蓄積の増大したことは否定出來ない

事疫看ある。叉林業は常に經濟的に不利を叫ばれながらも

わが國民經濟に對じ少からぬ寄與をして来たと同時に、こ

れによって生活を支持して来た人口の増加したことも認め

られる。その事資を實證すろは所謂優良林業地と呼ばれる

地方に於て明かに現はれている。釜の地籍に於ける住民の

大部分力轤接間接に林業によって生涜を維持し、しかも筒

林業による富豪の成立をさえつくり出している。た壁この

ような經濟機構の下に於ていかにして更に蓑本蓄積を増大

し生産を高めるか、その限度が何麗にあるか、斌曾情勢に

よって今後愛更するか否か等は重要なる課題であるけれど

も、現在の經濟磯購を解明し理解う亨ることなくしてはその

對策は識ぜられないであろう。

緒言．林業と政治力

わが林業界にあっては常に政治力の貧困が嘆かれ､亡い

る。政治力の弱いために朴業の正常なる發達を期待し得な

いことは確かに遺憾なことである。かくて何とかして政治

力を高めようといろいろ腐心せられる。その第一の現はれ

は林業部両の人糞の協力嘆請である。これは政治は力であ

り．力は数であるという政治哲理に立脚するものであろ

う。民主政治は薮の政治であ‘り、数ほ政治力を形成するに

相違ないが．それが職能人の範幽にと唾護るならば「セク

ト繩となる倶れがあるので､それが批曾意識に上り輿論と

して支持を得る篭でに進まなければ侭の力にはなり得榊、

であろう。このためには道理が献愈に理解せられなければ

ならない。しかるに林業問題は災害と關蓮して若干の關心

を示される以外には除b世人の意縦には上らない。その鮎

農業問題に較べれば雲泥の差である。國民所得の上から見

れば或は巳むぎ得ないかも知れないが、風土面職の捗ドを

占める森林の國民經濟や図民生瀞こ及ぽぅ彩辮、省種産業

とのから承合ひなどを顧みれば、祇曾酌關心がもつと商ま

ってよいはづ､と恩はれる。しからぼ何故にかくも林業問題

が低調であるかを考えるのに、林業問題に關する遜論的研

究に關する論議が斌曾的に取り上げられるに至っていない

ことに氣付･くのである。林業問題の中心はやはり經濟問題

であ場が、林業の經濟機購は甚だしく特異であって取り付

きにくいばかりでなく、學問的にも未開拓の領域に溺する

現状であって、これを他の分野に比較すればその不搗思

ひ牢ぱに過ぎるものがある。例えば農業經濟について見て

もその業績はめざ霞しいものがあり、その文献はいやでも

祗會の入舞の目に飼れるので、斌會常識は自然の丙に高い

水準に達し問題に對し世人の關心を寄せることになる。

このような見地から、林業に關する認識を深める場とし

て、經濟問題の研究を推進すること力敏治力を虞に強化す

るための重要なる要因であると信ずる。価てこk腫林業の

經濟磯濤力鞭p何に理解し難い關係にあるかにつき二・三の

問題を例示して各紘の批判をこうと共に、その研究を特別

に振興しなければならない所以を示したいと思う。

鯵
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茨田 ：林業め經濟機織(記念誌演）
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るものであるけれども、その場合に於ける各物資個別の償

綴形成はそI唱鐙の需給關係によって影響することば否定

出來ないであろう ．閲て林産物の債格の位置について考察

して見る。

今育成林業4垳はれているものとしてその林業かg森林
經理法則によって收薩せられる數童の總和を赴曾的生産量

として正常なる供給量と假定するならば、このような供給

数と需要堂との關係に侭亡始めて正常なる債絡が形成せら

れるであろう。このような假定に對して現賓の林産物供給

状態を見るに篭だしい不合理が現はれてい潟。即ち伐期の

低下によって一時的増産が行はれる。經濟的窮迫は需要の

減退せる不況時に於て増産を餘義なからしめる。原始蓄穣

を所有する投駿業者は若干の事業利潤によ’り再生産と生産

の保繍を無覗して増産する。林産物の斌禽的供給量の減退

称常に目前にない關係から正常供給量に比し増加する腫向

力譜し<濃厚である。このような見界が正い‘､とするなら

ば林産物の償格はあるべき水準よりも常に低位置にあるこ

とになり、林業部門は犠牲を梯うことになぉ。これは斌曾

的公正を炊き林業の正常な發達を妨げることになる。この

ような假定が正しいか否か叉右のような事獲が存在するか

否かは問題透あるとしても、林業の經醤的性格から見てこ

のような關係の發生する懸念のあることは否めないであろ

う･かkる事捕も亦他に見ることの出來ない特異なる經濟

機織に開蓮するものであるっ從て特別に研究し、その關係
畦

を解明せられなければ枕業問題に開する正しい措置の擢黙

はこれを求め得ないであろう。

結 び

林業の經濟機購は斌曾の人だの理解し難いほど特異なる
”

關係にあることを二三の例によって示・さうとした句その説

くところ不充分であるとしても林業の赴會科學的研究の必

要については首肯せられると恩はれる。しかるに現在これ

に對する研究施設は皆無というも過言ではない。これに

對し例として農業經濟の分野を見れば夙に濁立の學科とし

て成立し､撲業綜合研究所の如き専門研究磯關さえ設置せ

られているばかりでなく、一般經濟學界にあっても、叉社

會科學研究磯關にあってもこれを取り上げている有穰であ

る。これを比較してその懸隔の甚しいことを知ることが出

來るのであるが、かくの如き状態でいかにして國民の林業

に劃する意識を高め、闘心をよ蕊ことが出來るであろう

か，こLIご画民の理解を得ることなくして政治力を魍化ず

ることは至難なるを鍔告してこの講演を謬ること,にする。

（昭和25.10.1＄

第二林業經管の二つの形態

林業には性絡を異にまる二つの經瞥形態が併立する。一

つは蓮綾收穫の經誉形態であり他は不遜級收穫の經誉であ

る。前者は財産構成上固定費達中の減慣償却を要せざる蕪

本財産は、土地と立木蓄積との合臘せる森林であるが、後

者の場合にあ率は土地だけで、土地の上に成立する立木

は收護せられるまでは未完成の仕掛品にして、やがて流動

寳産として坂引財産たるべきものである。故に前者の經醤

膣にあっては、森林に對する收益關鯖､後者にあっては土

地に對する收盆關係が經替成果の一つの目標となる。この

關係は甑質の上にも異った作用を及ぼし．前者にあっては

或る程度資本蓄積を増大することを有利とするに反し､後

著は資本の運韓期間の短縮に關心を示すようになる。過般

或る優良林業地に於ける施業案を編成するに際し､.縣営局

がその伐期の決定に淵し各關係所有者と協議したるとこ

ろ．蓮綾收獲を學げるような大森林所有者は長伐期を主張

し､小面積にして不運綴收穫による外なき所有者は短挺期
を主張して雨者の調整に苦心し、数日を費したとの話を聞

いたが、これは正に右の傾向差資澄するものとして興味深

いものがある。

又これを別の立場から見‘る。それは林難の地終職造の問

題である。今林業の行はれる地域を農村を中心として(A)

農村周遥林業地籍(B)中間林業地幣(c)奥地林業地幣

の三つに槻念的に随分した場合、 (A)#岬#にあっては林

業を農家經誉繼の一部として取り入加除剰鋳力と零細な

･る自己資金蓄孵の場として利用せられ､．これによって盤家

經誉を磁化する手段とすることが出來る。而してこ’のよう．

な資金或は勢力の生産化は國民經濟的にも大なる意蕊をも

つものと見なければならない。 (B>地幣になると雇‘|勝’

力を主鶴とする關係上、猫立産業的要件を具備するように

なり、經誉の能率が重覗せられることになる。更に(c)

地帯に至れば純燭立企業魁として大規模經笹にあらざれぱ

成果を收め難い關係になってくる。かくいろいろな經誉の

形態が地域均にその適性を示している事礎が存在するっ

以上のような經濟機職も亦林業に於て顯著に認められる

ところであって、他の産業とはその類を異にするものにし

て、このような眞相を把握することなしに膜に適切餐欝な

る對策を求めることは不可能である。．

感

１
８

垂
室

鋪三林産物の憤格形成

財の侭格は箇別的に成立するものではなくあらゆる物資

間に於ける棚關的需要供給の均衡によって定まり、物便水

準は貨籍流産と献會的總生産との藤係と投費と貯蓄との差

引と斌曾酌總圭謹量との關係の二つの因子によって現ほれ

一（6）一
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金員收獲表につ(/､ての二､三の考察
小 松 頑

一
一
一
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寸を取れるものはとるようにした。標準木が一稼に三角錐

状をなすと假定しそれぞれの末口浮を求め末口自乘法によ
って求積した。この腫分材稜に鯉級長級別の職種の市場畷
絡嘩4表）を乗じ本數倍し､で第6表を算出した。本妻億
主副林分のそれぞれの慣洛を便宜上合計したものである。

e第7表は1'a鴬利用が積第5表に第3表の合計侭機を
乘じて求めた。第7表の各地利の上中下とはトラック1日
1回功径を下．2回功程を中、3回功径を上として算出し
た。本表も主副林分にそれぞれ分けて算出したのであるが
こ上では便宜上合計したのである。

f第8表は第6表の該當欄より第7表を差引して求め
た。

g第9表は林業利率を3％とし第2表の内諜よりそれ
ぞれの後償を算出合計して求めた。

h第10表は間伐收入のそれぞれの後債合計と當該輪伐
期の主副林分の收入合計を總計しこの收入がこの輪伐期を
周期として無限に入った時の現在侭を求め、これから第9
表の踏林蜜が同℃輪伐期を周期として無限に支出された時
の現在侭を求め雨者の差引によって求めた。

二
一
画1． 蒲

濁乙においては金員收盤表は既にエム・エンドレス、ル

ウプナー氏等によって1880の年代にブナ、タウヒ、モミ、

アカマツ等について計算されているが､我が園に於ては未

だ計算されていない。

林業はいう霞でもなく一つの産業部門に厨し営然再生産
が可能でなければならない。敗戦後國有林が一つの企業磯

として職別に經理される事を要求され､特別曾計制度を変

施されるようになった，

それ髪り今日迄俄然材調溌営の合域上の問題が膨群とし
て想って来た。そこでこの合理化のため支出の縮減を計る
拳は勿論差當って必要であるが､生長の早い而も有利な更
新溌適確にする技術が重要な基本的因子であると猟感し、

筆者は現在の市場償綴．既往鐙林地の生長關係及び生産功
程、現在の努銀等を基本にして金員收礎表を作成し礎地の
造林或は林業經誉上森林純收入を最大にす鳥一手段として
の造棚封穂､伐探の時期或は更新方法を如何にしたらよい
か､立木虚分f聯果して安営なものかどうか叉林業は蒋生
壷が可能であるかどうか等を検討する一つの賛料にしよう

として侮ったのでありその結果のアウトラインを紹介する
次第である。

今金員收獲表の作り方について簡単に説明すればエム、
エツドレスの金員收痩表を参考にして作ったのであるがそ

の概要は次の通6である。
a材樹股獲表については林野聡公表のスギ<秋田地扮

アカマツ（岩手地方）及び故和田博士謹表のヒノキの收礎
表を使用じた｡

その概要は第1表の邇りである。

b遥林費の丙課については第2表、生産饗の基礎1こつ
いては第3表を使用した。

c便格は名古屋市場卸費債絡（25年3月31日現在)第
4表を使用した。

d各齢級別地位別ha富市場憤柊(第6表）を寡出する
に主副林分夫燕の材積收盤表の中央木を基準にして伐採黙
を地上7寸6分とし､採材法は末口3寸迄とし最後に6尺1

影

2：蛎隆表の算定埜礎
O

“材積收礎表 第1表
b.篭林溌の基礎 第2表
c・生産識其の他の塾礎 第3表

d.名古屋市場卸寅債絡 第4表

3． 全員腋瀧表の大要

孔．樹種、地位別ha鴬り利用材積第5表
b.樹霞、地位別池営り市場震楯第6表
c・樹種別地利飯別生産償諾 一 第7表
d・粗吸入慣絡 第8表
e・鐙林賀の後綴計算 第9表
f.土地收痩慣 第10表
g･土地收狸償計算の一例

グ

土地』l潅憤計算の一例を示せば第皿表の蓮.りである。
第10表スギ1等地地利上の上綴1桁は本表より摘記し

たのである。

.§

嘩者＞農林技官・名古屋誉林局照査課

一（7〕一
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小松：金員收逃表についだ I一画

1

迄の計は約85％であり、15％は天然更新をすべき所であ

ったと思う。更に3等地は約60％の面穣を占めその更新

の技術を械討すべきであることを我点に教えている。叉第

10表土地收漉償表の3等地該営棚の赤字と第13表の3等

地約60％よりふると國有林の造林を收支計寡すれI糊算
とれない所も相溌あるので遥林の政府補助制度も一考を要

．j

する問題であろう。

e 鴬局9000蔑石の蓄稜に對して100箆石の伐採髄は一

腰肯定されるがその伐採面破の縮減こそ等閑覗出來ない重

要な問題である。

伐採面演の増大は伐採鐙に對して過大な造林面薇を生拳

だす結果となり所謂適正規模の造林が困難になる。今営局

の面殻の3分の1は岩石陰地と1－れぱ其の他の林地は3分

の2.の16，萬町歩になる。これを60年の輪伐期で施業子

るとしても年燕2660町歩の面磯の伐探が受常であり、
（雷局25年度伐探面顔約5千町歩）これを針礎同黛に更

新するとすれば針葉樹の更新面讃は1300町歩が適正規摸

の遥林であると思う。この丙第12表より15％乃至30％

の天溌更新をするとすれば780町から1,040町歩の新植が

一態適正規摸の遥林であると思う。植伐の均簡源よく叫ば

れているが誤解されている向もあるようである。伐採跡地

の造林不足を年共補うといふ思想は一腰敬服すべきである

が．これと伐探との關係が兎と蝿の駈つとにならないよう

に考えての上でなければならない。

f 造林､生産功程の吟味の詰果を見るに功程単慣は總
燈的には良く適合していた。

9以上金員收盤表をそれぞれの林地に引用する場合に

はその林地の特性による差異を数字的に大約加減して械討

されることは勿論必要である。機械的に當恢めると数字的
糖密度は低下するこどは営然である。

1， 民間林業に於ては所得礎も亦考慮しなければならな

いのであるが國有林經誉におし､てはその必要はないので考

闘こ入れなかった。

以上甚だ潜越な考察を進めてふたが金員收盤表の償値、

利用数等について二'三具艘的に考察して謬老に供しよう
としたまで壁あるから御容赦願いたい。

蟹明な讃者諸彦よ11 ・ﾆの金員收撞表の御批劉なb或

は林業誕瞥の参考に費せられ、我が剛の林業を一歩でも前
進されるよう切望して捌簸しまずも

4． 造林費・生産功穏軍債の吟味

第2表第3表の功程単侭ほ金員收礎表の債値決定上重要

な要素の一つである。そこでこれを吟味するため明年度徴

局事業分量を基礎にしてそれぞれの躍侭から管理識､直営
生産費､土木費及び麹*費を算出すると第12表の邇りと
なるc

第寧表によって第2表第3表の巧程単償は総繼的によ
く適合している事が理騨される。

5． 段戸経管腫における桑ギ.ヒノ

キの地位別面積

國有林の遥林成果の一端を知らんがため森林調査簿を基
礎にして段戸經誉腫のスギ、ヒノキの造林地3,385“につ

いてその生長關係より地位を測定しこれを面稜別にすると

第13表の通りである。第10表の金員收謹表、粗收入慨
絡（第8表）及び造林費の後債計算表〔第9表）を参照さ
れ今後の更新に際して如何に技術的に經費を節約するか、

（更新方法）叉如何なる樹種の造林力訟業的に有利である
かを十公御議討願いたい。

繭

6． 摘 要

泓國有林經菅は特別會計制度であるが鐸蔭收支が零に

な霧溌に蓮誉されているので、粗收入ご(第8表）と造林費

の後置く第9表)の差額が最大になるように造林乃至は林業
經誉をすればよいように一應考えられないではないが、催

、

良な地位の造林地は無限大でなく極めて限定された小面積
であるので（第13表参照>､當面の收麦關係及び赫地資本
の廻韓關係を考慮して有利巌樹種､伐期及優良林地の活用
を第10表によって判定するのが至営である。林業におい

ては收入關係は勿論であるが、優良な地位の林地は叉重要
な費本要素であることは周知の通りである。

b第聖0表の金員收漉表について見ればスギ、ヒノキ

アカマツの3等地と想定されるような所は更新方法と樹種

の穣討を十分にしなければならない事は注意すべきであ
る。叉どの表は今後天然更新乃至は更謂鼓術の工夫の必要

とその餘地動汁分ある事を我埼に示している。

c 金員收獲表誇10表の各2等地より考察するに塗味

樹種として有利な順位は幕ギ動ヒノキ､アカマツとなってい

るが、アカマツでも天然更新可能な2等地に於ては却って

ヒノキより有利になる事は注意しなければならない。叉ア
、

カマツ3等鋤の地味I上で60年で13,000圓の赤字("Q1
表）であるが天然更新可能な所は16,020圓の新植識の節

約でき黒字になりうる事も注意を蕊ｻｰる（第2表参照）
．第13表より段戸鯉謹腫の造林地を見ると地位3等

ユ
タ
一

(表、次頁以下へ）

× × ×

－（8）－
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小松：金員收謹表について
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小松：金員收獲表について
ーぜ一

生産喪其の
0

3噸程’

他の基礎I第3表．、

23円’ 23門 1人1日20石 賃金460 石當23圓
48 1 48 " 10石 " 480 " 48臥

18 ． 18 4人20石 4回、賃金360×4-号-80＝18

37 ‘ 28 距離300200100m300を2石5回賃金550圓蕊金5週
f9 69 名古屋で年30科伐探量13噸石

30 20 自動詞賞却年金166,160÷7×20×20＝60 ざ

46 46 延長500kmm鴬120圓伐探量13噸石積載20石

’23 15 1回功程往復木炭6俵×150＝900
●

23 15 月20×20月收9,000×2＝18,β00圓・

78 78 國有林25年伐採麓41,324,7j7石 、24年人件事務費3,221,48＃,892圓とす

」
160 160 輪詮距離160粁として概算

550 520 トラツ〃1日1回弥塞地利下以下同譲
.ー~一一一一~~一一一一ア

石當り翠慣(圓)ノ第4表 名古屋市場卸賓慣絡
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ス
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570

642．
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1

’

１
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口
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848
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．
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０

６
８
０
５
０
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ｏ
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第5表 棚種､地位別ha鴬り利用材殺 一 (軍位石）
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；
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瀧
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０
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３
４
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０
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第6表 樹種地位別ha當り市場債格 〔軍位圓）

＆

ヒ ノ キ’ ア カ マ ツ（岩手）
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Ｑ
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Ⅱ I 江

258,336

345,972

465,787

541,248

"55
700,034

776,746

900,308

928,826

973,.391

1,昭2,275

1,104,385

1,169,598

1級218,702

1,266,699

Ⅲ虹 ]I

130,414

218,590

284,‘4“

3749284
396,165

452,546

543,121

申

０
５
８
１
１
４
０
０
１
４
４
４
４
４
０

０
８
６
２
８
８
２
０
８
０
２
８
６
４
．
７

１
８
４
６
３
２
８
９
６
２
３
８
７
．
９
５

６
乳
３
２
易
ａ
ｑ
酌
Ｌ
ｚ
４
恥
勢
ｚ
ｚ

“
妬
妬
帖
偽
詑
妬
砺
沼
虹
妬
”
”
虹
諏
帥

均
為
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ａ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
２

2675748

340,622

461,610

581,3釘

674,262

?73,錨21
930,536

1,025,185,

1,091,261

1,161,669

1,245,146

1,364,311

1,459,341

1,548鼠976

1，587，104

228，085

343,985

419,739

493,9“

6481278

755,220

852,043

991,501

1,222,138

1,333,198

1,430,9]4

1:､634,854

2,054,530

2,210,052

2,357,762

453,238

582,026

766,790

85Q147

1,046,783

1,123j654

1,238,:418

1,35乳532

1,408,024

1,491,809

1,615,680

1，682，212

1,819,689

1,835,210

'1,913,249

’533940
622,264

620,389

676,562

734j982
畷 777,703

793,569
829,121｜

’
貢

第7表 ､樹種別地利級別生産償格 (ha當り単位干圓）
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第8表 粗牧入慣格 (11a営り単位千圓〕 ▲
ら
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第9表造林.費の後債計算 〈ha懲り箪位間利率3%)

｜＊。’ ．｡： 鐙繍鍵｡鯛” “鍵｡"“|＊。’ 趨飛費の劉撒円鎧林蓋の後{趣円〕
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＝
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小松：全員收穫表について
一 一一一一■一－

第12表

貢官選豊鯉謎 。蕊“…蝋｜ 傭 ゞ ’
明年直鴬生産649千石357円ほ第3表
2回功程箪似

25度年分111,487j665円

25隼度分11],000,000円

明年度新澗繭獄26,00町

今年度〃 2,000町
常

明年天然更紳也栫2,000町

昭24年1,200町23年800町22年600町
18年230町の蒲瀧とす．

8年目12年目の手入を夫凌630町とず

10年目面讃630町

12年目直職636町

20年30年目面穣夫鈴63qIIJ

40町目面穣630町
苗木代2.56圓としてゐるが5間とす
ると4.000本×2．5×2,600＝26,00,0
00圓増となる
参考常局25年庇遥林簿26,06I,000
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種苗）
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青森25年度鑑林費163,663,000

（註）苗木代5円とすると趣氷費は125,549,500円

(WM\)經費算定箪償は第2,第3表参照

第13表
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風蝕防止Eしての

耕地防風林及防 風垣
貞雄田中

八一一

咳

目 次

まえがき

I風蝕の迩態

1．耕土の移動によるｲi物の被害

2．耕土移動量の獅算

、農家慨行の風蝕防止法

1．風蝕防止農法

2．風蝕防止施設

、有効な風蝕防止對簿
1．噸度な風蝕地域

2． 風蝕の激しい地域．

IV結語
一●●一●●一｡●－●●－●●一●●－

'

まえがき

1.風蝕の寳態

’‐耕土移動による作物の被害

土錘の輕髭な畑作地籍では、土壌被覆の少い冬季に、卓

越した季節風の吹走によって耕土が移動し易い。殊に麥類

は根を洗い出されて吹き倒されたり、飛砂に埋没したりそ

の被壱は甚大である、風蝕の激しい地域を調査した結果に，

よると、裸地は麥畑浜り激しく、裸地の風下麥畑は耕土の

堆識により埋浅が多く麥類ほ大きな被害をうけている。礎塾
騒の結果によると裸地畑の飛砂量は、小麥畑の略2.8倍に

′1

達している。即ち次表のようである。

第1表小麥畑と裸地畑の耕土移動鮭

、
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鋤
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麹
ゞ

小麥畑

裸地畑

％

關東ローム地帯のような輕泰な土蕊では、6～7％の風に

よって耕土の移動が始まり、この爲肥沃な土壌が持ち去ら

れて弱繩は滞薄化し、作物の收量も減じて誉農は困雌とな
2．耕土移動量の概算

第1圃耕土移動量調査試鹸地

り、働けど働けど農家は年盈貧困に追ひ込まれて、やがて

は耕作放棄の最悪状態に至るのであろう。殊に開拓地や飛
行場跡地等ではその打撃は一暦甚しく、何等かの對策を施

さない限り折角出来た葱馳も再び荒野に愛ってしまうだろ

う撮近土壌侵蝕が各地で問題となり､政府としても土溌保

全のため大規模な綱査を行ひ之が對紫を樹立しようとして

いる。從來士溌侵蝕に對し各地で種左な對策を立ててその

防止法を講じているが、その方法の多くは徒らに勢力註要

して成果はそれに並行してあがっていなﾙ､現状であ為。こ

の方面の研究としてアメリカでは、各州に土壌保全の研究

磯淵を設け成果を蒲燕あげにいるが、吾が國の研究は最近

漸くその緒につ､§たばかりである。鑛者は土壌侵蝕の一部

である風蝕について調査及研究に手をそめたのであるが．

その日も浅く洩學非才のため充分の成果もあがっていない

が、この方面の研究が重大であり叉讃者がこの方面に關心
をもたれて、多くの人灸によって研究を進めて戴きたいた

め敢てその-皇部を織する次第である。
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田．中：耕地防風林及防風垣

第1表によると風速6～7m/sで裸地の飛砂量は864g|･で

あった。これは幅10cm高さ120cm間を通過した飛砂量

であるが､調査箇所は第'曲のようであり、観測時中の風

向はNWで風向の鍵異はWNW～NNWでその鍵異頻度

は飛砂を起す風速回敷の'/3であった。叉飛砂捕捉箱入口

における風速の減退率は10～15％であった。従って圃場

で實際に幅10cm高さ120cmを通過氷ろ飛砂壁の略80%

を捕捉出來たわけである。I従って蜜際の飛砂量は91,0809

となる。之を反當飛沙避に換算してみると次の綴になる。
諏査箇所は小松林から35m離れた風下であるから、1反歩

をAの騒域にとるとXY間を通過する飛砂量は11hより

1611の間に80．2貫となる。飛砂1斗の重量は略5貫であ

るからこれは1石6斗の鉦となる。

又これを1反の荊馳より均一の耕土が移動したものとみ

ると略0．5粍の厚さの耕土が持ち去られたことになる。一

般に飛砂鼠は風速の3乘に比例するので風速が15m/sとな

-鞠つた場合､耕土の移動は莫大なものとなる。この地方では
「~･風一斗」と言って15m/g丙外の風が吹き飛砂で天日も

暗くなる溌駁場合が2,3回あると、大小蜜は平年作の半分

以下の麹12となる。
、

11. 農家慣用の風蝕防止法

1．風蝕防止農法

（1）輪作

溺れるものは藁をも掴むと云うが、風蝕の激しい地方で

‐は風蝕防止のため凡ゆる努力を桃っている。風蝕の坤較豹
少い作付順序としては大小麥今陸稻今大小麥で冬季陸稻の，

鍵刈株近くに大小麥を揺種する。この場合大小麥の根は陸稻

の株の中に根を張って風により根が洗い出されることを

防止している。大小麥→戸M.藷→大4竣の場合畑が全面荊擢

されるため耕土が風で非粥に吹きとばされ易い状態になっ

て被害は大きい。殊に甘藷の堀取りが握れて適期嬬種の出

來なかった場合吹き･とばされることが多く被害も陸大で

ある。大小麥-斗瓜類守大根今大小姿の場合は刈畏の間に大

凶竣を播種するのであるが､-甘藷と同隙被署は大きい｡叉
この溺合大小姿を中止して休閑するのも多いがこれは最も

耕土の穫動が大きい、甘瀞の跡休閑も同様である。以上で

わかる嫌に前作物の根嫌で土を抑えておくことは風蝕防止

の上に非総に有効の様である』称閑する場合力弱土の飛散

が最も大きいから、適期を失はい職制蝿を適溌な多fi物で

覆うておくことが大切である。 ．

〈2）施肥上より

埼玉縣大里郡用士付の蜜態調査の結果によると、堆厩肥

の施用の多少力楓笥こ關係あることがわかった。この地方
堀bごえ

では翻巴（堆肥と人糞尿金肥を混じて桶でこれたもの）を

普通大小蕊の元肥として用いているのであるが、測把（〆

ラ肥と呼んで偽〕20荷(堆肥換算700~800")をmill巴し
た開墾地では反営5～6俵の收量をあげているが、同じ自

然條件下で翻E8荷（樅肥換算30013:)では反鐵2俵程で

あった｡即ち風蝕の激しい魔でも輝肥を800~'000賞施
肥すれば殆んど風害の歩い屋敷林前等と塗りないことがわ
かった。勿論風蝕はある力雌厩肥が大小姿の生育を旺盛に

し叉土溌水分を多く保ち土壌粒子闇の結合を弧<して風蝕

を減少するためであろう。然しこ八施大鐘の施肥の出來る

農家は稀で、大部分の農家は風害に頭を痛めている。

2．風蝕防止施設

〔1，厘蕊栽靖､帯状栽培､埋蕊

團澆栽培としてば夏作物の華桿だけ残してこれで風蝕を

防止しようとするものであり、鞘吠栽培は多作物を初秋あ

る間隔毎に列吠に播種して風蝕を随II量するものであり、埋
蕊は風上よりある匿隔毎に蕊を立てて風蝕を防止するもの

である。筆者がこれらの風蝕防止能力について試嶮した結

果は第2表の濠であった。

lとの表によると風蝕防止能力は辮伏栽培腫が最も大きく一
埋蕊唾もかなり大きい飛砂防止能力をもっていることがわ

かる。然し風速が大きくなってくるとだんだん能力が減じ

てくる傾向がある。

′「2〕潅木防風垣

埼玉､栃木､千蕊其の他の各縣で風蝕防止對策に用いら

』

第2表各麗の風蝕防止能力
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｡F均風速, 6m/B
飛砂捕捉緒設置時間11h～1611

れている潅木の防風垣には、チヤ、記サキ、ウツギ、アラ

ヵシ、ヒノキ、ツバキ、桑其の他がある。雛者が桑及テヤ

垣の風蝕防止能力を調査した結果は第3表の鎌であった。

第3表によると茶垣の飛砂坊止能力が最も大きく、桑の

函饒垣でば根刈唾の方が宿泓M唾よりも敷果が大きくなって

いる。チヤ垣の調査では樹高の10倍風下Iこおいては、殆ん

－（17〕－
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田中 ：耕地防風林及防風垣
－－

は､､表土の水分7～8％の時風速5～6m/gで始輩.る。冬季

より初存に亘り]5m/s程度の風は璽回で大部分は12m/s

以下であるから､防風垣防風流の効果範園を一應風速を半

減する附近とみてよい。この範画は連綾防風林の場合樹高

の’2倍程度である。防風林は根や庇蔭の害もあるので耕
地に充分の除裕があり各人の耕地が集中している場合は薪

炭林とか、落葉下草採集地等を兼ねて造成するのによい。

樹種は針葉樹に潤葉樹を混渚L全豊として間隙の少い構造

にし、將來の更新も考慮して異令の多層林とした方がよ

い。次に設計の一例を示す｡

第2圖防風林設計圖

第3表防風垣の風蝕坊止龍力
■■

Iチヤ垣畷｜根刈桑唾高刈桑

難"‘|癖鼠畿|'聯鶴'“同
随 名

着き廼遡霧
160.49

42．7
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’ 55.0 1 1802’ ’1鉦3 1219.3計

"､l_’無保護瞳101 25.0に對し各匿
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1

1

82. 1
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一ヨ

平均風速

飛砂捕捉箱設置時間
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10h～1副1 』
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０

■
８
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■
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Ｉ
Ｉ
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ど飛沙は起らう洞遼は略50％減段されていたコウツギ、

ヒノキ、マサキ、アラカシ等の防風垣でも注意して仕立て

ればチヤに劣らぬ效果を發揮することが出來る。

皿． 有効な風蝕防止對策

］・輕度の風蝕地域‘

風蝕の激しくない虚では、輪作關係や前作物の根株の利

用、畦の方向、適期播種蝶によって禿分に風蝕は防止出來

る。即ち前述の綴に陸稻跡地を利用する場合は根株の風下

に犬小麥を播種するとか、根株を抜く場合は大きい塊の膿

で砕かずにおくとかすればよいo l雌の方向で風に直角と並

行の場合をみる奇制剴畠移勤の蛍ほ並行の場合が少く畦の崩
れることも少い・適期獺種は風蝕には特に大切で、播磁期

カミおくれるとその被害は決定的である。謹獅地鞘に詣いて

は桑の函饒垣も効果がある。風蝕の激しい埼玉縣下では1
〆

段歩程を2列の桑で函鍵しているが、風蝕の殊に激しい腿

では5畝箪位程で園澆している。施肥法としては練肥が有

効である。これは姿の下種された魔に少ぃ郷巴を集中投下

するので、堆厩肥の節約になり、大小麥の根は投下された

練肥の塊の中に充分根を張って風による吹きとばされを防

ぎ§駕雛競鯵…。
風蝕の激しい鹿では前述の方法は勿論必要だがこれだけ

では到医防止出來な、のでもつと有敷な方策を講じなけれ

ばならない。風蝕の激しい地域でほ埋蕊や木竹の枝を挿す

方法が行われているが、これは氣泳め的の方法であってそ

の敷果は期待畷来ない。風蝕防止の根木は風速を滅殺する

’か．土壌表面の水分を保つことであり、前者は防鼠垣か防

風林を造成することにより後者ほ畑地潅渡による方法で防

止泌來ろ。畑地潅湾についてはここでは省略し防風垣、防

風林について述ぺる。耕土の移動は輕霧な火山灰土錘で

蓮

jラニ‘-.-.-.--..--.----...--.-.-.-250～300闇一-－－．－う

・平面図

〃

風 参

断面図

第2圖は防風林の將來の樹高を13～15m位として設計し

たものである。

憩馳が狭小であったり、分散している場合は防風垣の方

がよい。この場合瀞鈍の5～8％を防風垣敷地として割い

て充分効果を發揮出來るsその設計圏を第3圏に示す。

<A)岡は防風垣を平行につくった場合で、艤風が略一定

で婁化の少い時はこの塗り方でよじ,が、『B,圃のようにつ

くった場合､耕地が温室のようになって､氣温､地職延
昇して昨物の生育が31輪によくなる。叉麓風の場合もその

保謹効果は非常に増犬する。B圏においてa－b間の距離

はa－c間の距離D2～2.5倍位が遁當である。

防風垣を1列とし防風垣前後各2尺をつ夢れ地とした場

合圃Aは想蝿の4％、圏Bの場合8％が防風垣敷地とな

『18）－
、
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田中：耕地防風林及防風腫
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第3圏防風I垣設計間 でこれより間隙が大きくなれば防風敷果は減じて<湯。例

えばウツ平の防風垣の場合間隙が4割農になると風速竿誠
の範悶は樹,葛の8倍以下になる。従って防風垣捲成には充

分に注意しなければならない。次に人工防風端及茶垣によ

って錐者の行った風速減殺能力の試験結果を示す。

Ⅳ、 結 語

風
↓(A)

小防風垣，
1
1

13間耕
以上錐者の狭い調査や蛮験から論ずることは早計である

、

が、犬略の見解を述ぺれぼ風蝕の激しい地辮においける防

止對策としては姑息的な方法は中止してその地方の種持の

問 條件を考えて防風林か防風垣を鎧成して､恒久對策を認じ
なければならぬと思う・防風林、防風垣の敷果範園は樹高

の20倍から30倍位あることば、これ迄の多くの研究者の

一致した意見であるが、風蝕防止對策としての防風林、防
風垣の敷果範園は、關東では50%風速減殺を目標として樹

Ｉ
Ｉ
ｎ
式
』１地

1
1

I
ま一

、

風 一圃……~，~‘…､”・彦‘~~'一/…=…琴｡ｰ‘?｡ー‐､~，~高の10～12倍位でなければならぬと思う。勿論その総遥

↓ ． が重要な條件となるが.これは間隙2割程度とした立汲な(B)
防風林、防風垣であることは前述の様である。筒磯成に際

ふぐ---20～30闇一一一分α しては憩鈍の交換分合や箪溺の鐙成でなくて共同して蜜行

･報

~

＝

しなければならぬことは勿論である。
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立つ｡上述の防風垣は間瞭1.5~2.0割誉目標としたもの
第4表人工防風塔の防風效果試瞼詮
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マツノキクヒムシに

！ 餌木の誘致
１
１

－符に立木への穿入数との

れ、その他に極く少蝋ではあるがマツノコキ〃上班yelo.

minorHartig, マツノシラ赤シゾウ塁シαyptorrhynChus

inSidioSugRodo偽マツノキホシゾウムシPiSSodeSnitiduS
R)elofRオホゾウムシSipaluShypOcritaBoemann.等も同

試鱗地丙で採集されて居る。

被害の初認は'947年頃と諭して居るが､當時この被
害は南多摩郡一帯をおそった降霊の被害と見られて居たの

である。筆者が初めて瀧察した時､､之が降雪の害かマツノ

キクヒムシの後食害かにわかに判定出來ない状況であった

が、降霊の害に依る特徴も禿分に認められたから、マツソ

キクヒムシの後食被害後に霊に見舞われ被害枝條を落下し

初めて被害が認められた＄のであらうと老くるのが最も安

常の様であるぅ

試嶮方‘法

賦験寅施期間1948年迩月9日-1949年6月10日

試識方法この期間中11月9日、2月9日､4月9日の3回

､に亘り餌木を伐倒し、全く同一の方法〈3>で之を伏込み穿入

註〈3)設置嫌式は低鶚ｵ域､枝條類は蕊びかけ麓かつた。

して来る害過の虫孔數を算へ集計したつ1回の伐倒期に伐

倒したものの中から12本の1間獄を任意に抽出し、その元

口及び未口径から表面積を算出した上で軍位表面積営り愚

孔幽を求め、之を平均してその期の平均里位表面積當り患

孔數とした.表面積算出に用ひた数式は鉄頂圓錐豊の展開

を求める式即ち△＝形〈γ＋γ#〕〃を根擦とした｡元…円周率、

γ･･底面讃の竿浬、γ'．．:上面の半座、〃･-．円錐篭の高さ。之

を郷木に鴬“めるためにγ=÷γ'=多伽-‘をそ
れそれ上式に代入すれば

．＝÷("+")Z鯵元口径〃…末口座‘…材長
単位表面稜としては1000cm2を用ひた。

又同期間中2月9日、4月9日、6月10日にマツノキク

ヒムシの侵害を受けたと思ばれる生立木を伐倒し、直ちに

剥皮を行って前記同謙箪位表面積當りの蝕浪数を調査し、

鰔木へ穿入した虫孔數と比談笥照した。對照とした生立木

Ikatrandomに抽出されて居るが、その期間以前に侵入

した古い蝕痕との識別には筆者の蝕型式">が應用されて居
る。註（の交献1．

はしがき

松喰鐘は立木より好んて餌木に穿入蕃殖すると言はれる

が、それは害墨の蓄殖期前に伐倒した伐倒木を所謂餌木

Trap-treeと霧し、之に來集する害銀の種類・數等を集計

調査した結果、この鎌に結論したものと老へられる。然し

之等の謂査はRob"tL.FurniSS氏(I)が指摘した様に立

註(1)總司令部天然資源局林業課臨時専門願間。p

木への穿入数を比較してそれを数値的に表示して居ないこ

とは事賓で､必らずしも立木より好んで鰊木の方に窪入す

るかどうかは賞識されて居ない。

筆者は現在まで主としてマツノキクヒムシMyelophilus

piniperdalj. を對象としてその餌木試験を行って來たの

で、研究の道すがら首題の問題を調査したが、他の害撒に

激害地に於いて猛威を振って居るマツノシラホシゾウムシ
9 二 け

Cryptorl姉nChusinsidioSuSBOelofS.,ﾏﾂﾉ1･ピｲﾛｶﾐ

ｷﾘMonoChamusttSserulaWhitl.の2種に就いては充分

信頼出来る賛料を得て居ない。從ってマツノキクヒムシの

みに就いて、立木へ穿入する害蝿蝋と餌木へ穿入する数と

を比較した結果をこムに稜表することとして他の2種に就

いては他日機會を求めてその關係を明白にしたいと思ふ･

木調査をなすに徴って東京蟹林局の各位には一方ならぬ

御援助をいた陣いて居り、絃に謹んで感謝の意を表するの

である｡

試鹸地の概況

鞍

●

N

心
雲

■

地籍東京都南多摩郡元八王子村調11!村饗ノ耐國有林
（林野聴企霞､FFD株式曾iil:製作「松喰錨」の中に出て

来るアカマツ林はこの試鐡地の一部である｡）

材租アカマツ林齢33年一濟林

識害妖況被害の原因と恩はれる害銀の腫類はマツノキ

クヒムシ町elopiniperdaL.で、その後食害が特に目立

って居り、叉マツノトピイロカミキリ班onooImmuSte-

SSerulaWhiteに依る老松(樹齢180年）の被害“も見ら
註(2)枝部の穂員即ち鑑昔の被害樹型で言へぱカミキリ
型初期(E型）。

(筆者，農林技官･林業試溌場大阪支場京都分室

－（20）一
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中野： マツノキクヒムシに對する餌木の鐸

密度は後食被害枝條敷目測法"〕のみに依らず、越冬虫質數

註（6）文献2．

を参酌の上算出した。

2． 害虫蝋を算へず虫孔数を算へたのはその渡態把握に

誤差の少いことを願ったからであそ。

3．生立木中の虫孔數を算へるに常って、その期間以前

に侵入した古い蝕浪数の談入を避けるため､筆者の蝕型式
を照用した。

4‘ 虫孔数の資数に依る比較を避けたのは少数サンプル

に依る誤差を努めて除去しようとしたからである。

以上の諸黙に注意を挑って本試験は進められて居‘るが、

1948年-1949年の冬は所謂暖多異鍵と言はれ、昆虫界に

於いてもその影響を受け虫の越鍔伏態に大きな異鍵があっ

たであらうと老へられるから、た壁一回の認査に依って直

ちに訂4月伐倒したものが最も誘致効果が大であると結論す

るのは早計の鎌に思はれる。然し立木より餌木へより多く

穿入することはAoB.C各厘共同様であり、その比率は可

成開きがあって偶然叉は突然の現象と老へられなv,から、

rマツノキクヒムシは激害地では兎も角徴害地では立木よ

りも餌木へより多く誘致されるものである」と結論する事

が出来得よう。

然し一次的性質を帯びて來た場合にほ以上の厳に盤然と

した傾向は恐らく見られないであら'う。

む す ぴ

本砺査は未完であるが、諸種の事由から試験を一時中断

しなければならなくなったので、賓料不足のまL之を駁纏

め發表することとした。試験の詰果健一懸徴害地《後食被

害地)'に於けるマツノキクヒふシは立木より好んでKI沐に

穿入蕃殖するものであることが数値的に比較對照して明白

となって居る。他日機會を得て今少し大きな総想のも‘とに

再度本試験を繰り返へLその成果をより確萱なものにした

いと考へて居る。

文 献‘

中野卿士：赤松寄生穿孔虫類の生態的研究、蝕痕の基礎

的研究（懲報）,日本林學會誌Vol.31. No.
3.4. P､9-15(1949)

同 fマツノキクヒムシに野する餌木誘殺法、科業

試験場浅川支淫業務資料第11鰯（本業務費料

御希望の方は林業試騒場淘I1支場・騎査室宛

申込み願ひたし､｡）

試験の結､果

調査の結果餌木及び對照として選ばれた生立木への穿入

数を軍位表面淡溌りで算出した値及びその合計である箪位

表面稜當り全蝿鯉は第1表に示めう通りである｡A･B･
Cの腫分はそれぞれ11月､ 2月、4月に伐倒した餌木の瞳

とその對照腿を示めすものである。筒各期の設髄本数は林

丙の害虫嬢息密度概蝋縦査の方醤のより算出の、標準餌木

註（5）文献26

に換算して立木加本に規定した。鯉値が上鱸的小さいのは

樹幹全礎に均らして計算された馬で、厚皮部のみの密度は

2.5位の値が普邇である。

（第1表）

|立木’
0.01ケ ’
0．007

0.007

Ｉ郭
Ａ
Ｂ
Ｃ

調 餌・ 木

0.101

0．087

0．091

全虫孑蝿

0．118
夕

0．094

0．092

鰹

一般に餌木に穿入する虫孑“と立木に穿入する虫孔敷の

鯏の2倍はその時期に於けるその附近の虫の撰息数を表は

すものと假定し、A･B･'C各腫に於ける穿入数の傾斜を知

るために餌木及び立木への鮮入数をそれぞれ全虫孔数に對

する％で表はしたのが第2表である。 、

（第2表）
－ －

|調査期別|餌木｜立 木’全虫孔數

I
A I 85．6

B I 92．5

C I 98.9

平均’ 9”
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５
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●

４
７
１
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錨

’１
１ 7.9 '000 1

●●

以上の結果を一職すると、平均に於いて餌木への穿入数
●●

の比率が92.1％立木への比率が之に對して7.9％となっ

て居り、立木への穿入率は灘ドﾍの穿入率の僅かに8.7％
に過きず、マツノキ.クヒムシは立木より好んで伐倒木に蝶

入すると言ふ窺資がこの糠に戯的に見ても明瞭に現はれて

居るのである。之を各調査期別に比較して見ると時期の鍵

化と共jこ次第挺餌木への穿入率が高まり、4月伐倒のc唾

が最も高い誘致率を示めして居る。

考 察
一 一

本試鹸を行ふに徴って筆者の注意し、苦心を排つた所は

次の諸織であって、今後同様の試験調査を行ぷ場合の参考

ともなれば幸である。

1．餌木設置本數を決定の爲、被害地附近の害虫の棲息

ワ
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期日 ・昭和25年10月4「1 ， ′ 、

場所・於 本 會

長井人エボ錨地にしろ、天熊林にしろ、素性がい上し、

成長もい上。

大政滝の方の松の圓盤を見せて貰いましたが、索唐しい

成長です。

清水2倍か3倍でしょうね。 。

吉田先程人工造林の利益率の話が出ましたが、大臘10％

程度になるということですが、それは貨幣償値の愛動と
いうものを入れて計算されているのでしょうか？現在日

本で問題になっているのは、こういう經濟鍵動の激しい

ときに4C年後の保證はできない、そこに不安がある｡

清水ドイツ式に複利計算によ･っての話です。貨幣慣値の

鍵動はないものと見て、計算の仕方はドィ｢ツ式と全部同

じでず。

松川大政さん．米國の森林土壌で何か珍らしいことはご

ざいましたか？

大政私はフィールドを見て居りませんから何とも申上げ

兼ねますが、文献によれば除り無い筈です。叉一般的に

．〔承 前〕

岡島アメリカの造林事業に役立っているものにケーピ

ー・マネーという＄のがある。これは國有林のいわゆる

特別會計の引営金みたいなものです｡木材を虚分すると、

25％が州、10％が道路の修繕、あと残った金が國の收入

になる。その丙の一部を伐ったところの更新に使うため
、

に、ケービー・マネー強金として別の支金庫の方に入れ

ることができる。これを〃暁して見た､垂思って居ま

す。これを全部蝋鴬随の方に戻して、この金は植えるの

に使えるわけで魂ケーピー・マネP-喪金というのほ茨

しかった。

清水ケーピー・マネー資金のアク1,の全女を私持って來

ており童すから．…･･・

中川日本で言えば、今國有林の特別曾計の經瞥の中の、

伐採した場合には、その收入の何％かはその山に織る。

ただ特別會計ができ洛前からの未立木地とか荒腹地の鑑

林は別の一般曾計から貰って行くという考え方ですね。

海水特別會計じゃない。

中川だけれども､日本の場合に徴てはめて考えて見ると、

特別曾計になる前から持っておった未立木地なり荒駁地

の造林費は一般曾計から貰う、叉特別曾計になってから

の國有林の伐採をした場合には、伐探した收入の幾分を

必ず還元すると､l",うことが、日本の今の國有林の方に常

てはまるわけだれL

岡島然し、ケーピー・マネー資金と云うのは、必ず伐っ

たところの雀称に使えるというのだから、その黙が大分

ちがう。

清水この黄金の條例みたいなもののコツピーを至部持っ

て来ております・

長井私は向うの松類にしろ．人工植栽のもの力誹常に素

性がい上ので、どうして素性がいふのか、地味のI淵係か

風等の脇係か、不思議に思っているのですが･･･…。

大践色盈な原因がありましょうが精しいこと{塊には分
りません｡〈

勘

鯵

者

）

敬
L
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座談會： アメリカの林業を語る

云えば森林の土壌は日本にあるものは大篭向うにもある

ようだす。中には、向うにはないか叉は珍らしいとい5

ものはあると思います。私がFういう土壌があるという

・話をしましたら、非常に興味を持ちましで．．･･･o

岡島アメ'リカの苗圃なんかの土地はアルカリ性ですか？

大政ｱﾙｶﾘ性ではなL砦です｡ 夕

岡島ダンピ￥グオブ、立枯病、あの場合に次をやってお
り議すが､アメリカは〆ンピ｡ングオフをやる魂に､撒種
をする前に硫酸をやっている。硫酸の2％溶液とかクロ

マトーゼとかいうものをやって挙りますが、それが非常

に摺葹職の成長に影響するか疑問です。日本では播種後

にやっているのだと言ったら、ニユーア．イデアだと言っ

て、初めてのような顔をしていきした。アメリ好の土壊
はアルカリ性ではないのでしょうかね。

大政アメリカでも主要林木の謹應する土壌の反礁億酸性

側にある筈です苗圃のことは私はよく知りませんが酸

性、或いは中性に近い酸性だろうと思います。硫酸の問

題は､私が躍佼を出た翌年頃土蕊の酸挫を鍵える褒駿を
やりましたが、その場合に、硫酸を加えたところは､.渓

ンピングオフが一つも起らない、成長はよくないけれど
も、1本も倒れない。ところが苛性ゾー虚加えて反態

、をアルカn必としたところは全部倒れた。中性でも殆ど

倒れた。そのことは別に發表もぜずに叢りましたが、そ

の後、長谷川場長にお話ししましたら、アメリカでは硫

酸を使っているということで私の經驍を思い合せて興味

深く思ったことがあります。次が敷くというのは、恐ら

，く酸性の問題じゃないと思います。兎に角私のやった貧

しい試鹸では硫酸をやればダンピングオプは止堂りまし、

た。

岡島それではアメリカでは私が教えてやった〆ソピシグ

オフに次をやるべ肯ですね。
犬政次をやることが効く効かんは、人によって未だ異説

があるようです。一つには次のやりようによるかと恩い

ま-3-｡次を加えそ苗圃をアルカリ性無持って行ったら，

これは"〆ンピングオプの危瞼があるばかりでなく、他の

病氣にもなるのではないかと思われます。やはり苗圃は

や上酸性に髄いた方がいいのではないでしょうか。

岡島それじゃ硫酸の方がいLでしょう。

大政揃嬢がいLと侭言えません。

田中どつちがいLかということになると･･･････

大政どつちがいLかということになると、別にその方の

ことを調べたことがないのですから私としてはどちらと

も申し上げ兼ねます。

長井清水さん、加鶴案關係のことを何か調ぺて來られた

ようですが、あの鰯の施業案の編成が，試職場あたりで

基本的なものを作るのやじなかつたですか？

清水それは大鐙誉林局が施業案の鯛成はやることになっ

ております。基本的の資料の調製は林業試験場がやるわ

けであります。誉林局の施業案の係はそれをチェック

、し､敦いは一部修正することをうまくプロツ1､を掴まえ

てやるから、非繕に樂に行くわけであります。だからそ

ういふ基軸勺の調査も試験場でやっておりますから、い

ろいろな試溌研究の方面とのつながりもよくなるので

す。いろいろな研究費料も試験場力噴く掴める。もう一

つ、試鹸場と國有林の關係で大切なことは、アメリカで

は試験林におきましては林業試激場が直瞥生産をやって

おり窪す。そこにおいてはいわゆる操業的の問題と經濟

的の問題と雨方考えたところの試験研究を林業試験場や

公有林窓もや:っている。厘域は1誉林署の腫域でやって
いる。その中に便利なところがあり、一般の指導iﾆ使う

ために質地指導林というものがその中にある。それを使

ってこういうようにやれというのがある。そういうよう

なことは皆林業試験場がやっている。

大政 ！､レーヤー氏が残して行った獅皆を見ると､林業試
職場の遥赫は、自然科學的な林木の取扱いに鋤じては非

総によくやっている併し經濟的の考慮が柳われていない

林業經濟の人を試験場に入れろ、こういうことが書かれ

ていたと思います。資は戦争後直ぐから林野臆の方に林

業經濟の零門家を試籔場に入れて戴きた唾と御瞬､して

いますが､今日霞で資現してい堂せん、今のようなお話

を承ると、經濟方面からの研究を試騨場で探上げる必要

があると思い蓑す。これは非徽に大切なことだと思いま

す。

清水アイネツン、これがそう．いう方面まで皆關係してL，
る，經濟方面と常にいろいろな事柄を關蓮をつけて行く

のですが、そういう黙を考えている。

長井大學の林科あたりでも高遠なことを教えるのでな
く、渡際的なことをやる。學生は3ケ月を利用してアル

バイトをやって來ろ。勿論3ケ月働けば5001『〃くマらい

貰うようであり室すが、そうして次の學饗にするという

こともあるでしょうが、賓際の塾とを非常唱勉懇してお

ります。殊に叉大學と國有隊或いは試鹸場､叉州との蓮

蒲があって、或る朔のごときは大學の中に民有科關係の

指轤がいる、そういうようなところがあり寮した。

大政民有林の指導者のことですが､私の行きましたウィ
スコンシン大學でもカリフォルニアの大學でも大學の先

生のうちに林業普及官がいました。カリフォルニア大學

の林科の主任Iこぺ一カーという有名な避林の先生がおり

ますが、この人にアメリカの大學の認兄をたづね輩じた

ところスイステマティツクな研究は試職場でなけれ侭

,角

可

毎

、
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座談會： アメリカの林業を語る
ヨー－－－＝一一一一一一

一一一-一一－

できないということもあるので研究は主として林業試騒

場に移されてゐる、大學で研究をしているところも二、

三あるけれど》､一般的にいうと我為大學の教獲は教え
ることに忙殺されて、〃暁するひまがないという答でし

た，そういふ話を聞くと大學は教育､試議場は研究と分

野が略為分かれていて而もそれば離}1ぱなれにならず

に、同じ内輪の人だということで非常にう“淫〈連絡がと

れているのではないか思われます。

清水ノースカ'コライナ州の大學の先生にデユークという

人がいる。これは航空嶌眞測鐙についての判讃に對して
の偉い教授である。そこの先生方はやはりエクステンシ

ョンの方のことを一緒にやっている。 ．

大政私の見た範圃遁は,林業の指導は試繊場よりも大學
の先生が受持ち、林崖の指導は林業試験場が受持ってい

．るようです。全國に11の林業試駿場がありますがその中

の7に林産の専門家が2人くマらいいる。その人が工場疑

問にも答え、分らんことがあれば、マジヅンの林達研究

所で研究する、叉研究所の都合が悪い場合には大學なり
●

他め研究機關で"f究する、そうしてそ､の結果によって會

祗に回答するようになっています。 、

岡島蹄りの船で學校の先生達に聞いて見ると、犬學の先

生というものは、給料は10ケ月が最高で、9ケ月ぐらい

です。だから3ケ月は貰えないわけですね。だからやは

りいろいろなところへ行って稼がなければならん。勿論

そんなことをしなくても生活は十分できるけれども、自

動車を買づたりするにI患稼がなければ起らん｡這理で大

學の先生はよく剛い工いる。感心したですよ。
～

大政誤解があるといけませんから一言付け加えさしてい

た壁きますヱキステンション・フオレスター鮭農林省の

役人です。つまり大學のある特定の人が普及官になって

いる課です､その人達は給料は函と大學と雨方から貰う
と言っておりました。ですから今の御話のように學生の

アルバイ'､式にエクステンションするのでなく、普及組

織の､一環を犬學の教授が愛持っているのです．．…・・

松原どうでﾂｰか、話題を少し鍵えまして、今まではい上

山のことばかり開かして頂いたのですが，禿山の方面は

どうでしょうか、園土保髪上の施設とか圃荒塵地復蜑と

いうことに對して、アメリカではどういうような形でや

っているかということ、治山治水の面から･･…陰。保安林

というものは相鴬大面談にあるのですか？

田中保安林はないです。

長井保存林というのがある。

松原國土保安上と力風致上とか日本の保安林の嫌な施業

の制限は全然やっていないのですか？

清水ないですね｡

長井それはやはり保存林で、絶對に伐らさんところがあ

る。民有林で伐ってはいけない様なところは劉が買い上

げ閏有として經瞥して行く。道の南側で風致_E伐らして

はいかんというところは圃有林にする。

田中保安林的な考えで、そ外､うところは園が買ってし

まうとい'ことが、國有林の出發の理由になっている。

中川そうすると保安林という制度力戦いから、假に私有

林であって非職に河川が荒れている、そ'の荒れ､亡いる沿

岸の附近の私有林の伐採制限というようなことは、法的

には何もないのですか2

清水濯いです。それは結局エクステンションで行く。そ

うでなければ剛が買い上げてしま･う。
可■

田中一閏が國有林に現在貿える範閲というものは法律で決

められて、それ以外は買えない、國有林の逼域という応

のは法律で決められてb､る・その漉閣丙しか買えない。

それ以外の場所は州で買ったりする。

長井私等の見たところでは、ミシシッピー州でしたが、

特に過度の放牧をやったためとか、或いは錦の栽培を永

年やったために荒暖しまして、何千町歩というところが

荒溌しておるのを1週間も見せられたのですが、國民柊

呼びかける方法として、水資源と山との關係を読明して

森林を保謹しなければ駄目だ、或いは土壌保全上から早

く山を作れとかいうパンフレットを作りまして宣傳して

いるように思います｡非謄に宣傳が行き届いてL,る･,や

つ､亡いる工事そのものを見ますと簡箪なやり方ですね。

植栽を主にしている。た酵密植していぢ程度です｡別に

大きなダムを作るというのでなしに、精女士堰堤を作る

ぐらいのものです､土堰堤を作るにしても、同うは機俄

力でやりますから我凌の想像＠百分の一く〃らいの經費で

やっている，非常に能率を雛げている。叉私達が、何蚊

石堪堤のような磁固なものを作ってやらんかというとも

そういう必要はないという･梅隣をやって成林さえすれ

ば成功するのだと言っておりました｡職とプﾗｼ.ｼﾕ〆

ムといって粗朶を使う<・らいのものです。或いは丸太柵

その程度で、あとは植淡、従うて經蜜力摺邇造林費の5

割位よけい要る程度に過ぎない｡日本過いうと普邇造林
費の30倍か40倍かムる、除り金をかけ過ぎるというの

で、お小言を受けるようであり震ずが．…･･･

中)11大患向5はエロージョン、雨避も日本みたいに餘り
ない、傾斜も日本み左いに急峻でない。そういうような

地質的なと言いますが,地貌的なと言いますか、大分違

うのじやないですか。

清水それは平原に近いところで、私の行ったところにひ

どいところがありました。これはユタ州の話ですが、こ

の内容は英文の12月のリーダー-スダイジエストに載つ

、

亀

参
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座談會： アメリカの林業を語る

すbそうしてそこの主任は大學教授ですbそういうよう

な土壌の専門家がいて，林業の專門の技術の人とタイア

ップしてやっている･

田中エロージヨンが非瀞に多いということ、これはエロ

ージヨン専門の役所があってそれをやる。叉は民有林の

復奮工事をどうしてやるかというと、誤約書を作る。例
えばこの唾域はエロージョンが非常に多いということに

なると、こLに所有者が4人いるをすると、甲なら甲と

いう所有着のところに行って、その土地の人とその所有
者と皆協議して、お前の土地は＝画一ジョンが進んで行

くのだ、こういう工瑛をしなければならない、工事蜜は

園で持ち、こういうようにお前の土地は工事をするけれ

どもどうか、そのあとの木についてはその所有者が責任

を持って保護をする。契約雷の細かいやつを貰っては来

､ ましたけれども、ま瀧見ていないのだすが、そういうよ

うにお互いに話合って契約響を作って、それによって図

がそこへ＝戸一ジョン・註ン卜百一ルのti雲をしてやる

でき上った森林については所有者がちゃんと責任を持っ

て保護して行く、そういう契約書を作る。その話合には

ただ所有着だけだと，所有者が自分勝手底ことを言うか

ら、そこで所有者以外に部落の有力者．委員みたいのが

いて、委員倉組織みたいなものを作り、その腫域につい

てその委員が中へ入って渡りをつける､そうして皆が判
を捺して、そこの仕事を進めて行くというやり方、大腿

こうでしたね’ 唱

中川私有林の土地に國家が、或いは州にしても、國が査

本を投下す患わけですね，その費本を投下して脳あとの

管理は任せると云うやり方ですね。

田中契約書に細かく書いてある。いつまでは伐ってはな
田

一らん.とか、家畜を放牧してはならんとか･･･････

中川そこ力鐘うね．日本では治山事業をやるところは保

安林に編入して治山事業をやって行く、だからそこは法

的にずっと繩られている。ところがアメリカの行き方だ

と、一般は分らないわけですね。

田中土地所有者だけが分っている。それはお互いに契約

している'から､お互いに守っている、それから笥職の有
力者みたい恋ものがいて、そういう人が中に入ってやっ

ている。

中川保安林じゃないのです．ね。

長井大zF洋岸あたりで私ら見たのですが、大きな海岸砂

防地帯がありま末が､砂丘地帯ですか、それらに對する
〃

工事といふのは．日本でやっているような集約な鋤備的

なことをやっていないように思いますも最初にポーラン

ド草というような草を植えて.、それで土砂の移動を防ぐﾞ

というけれども、それも期待する程成功しないのEやな

ておりまず、日本語の諜語の方は1月か2月のに戦って

おりますが、その質際にやっている場所を行って見て来

ておりますが、それはひどL､です｡とにかく山が坊主山

に奮れた。そのために岩石は崩壊し･て落ちるし、雨が降

ると急に流れる、土石類の大きいのが旅れて、人家なん

かも瀕された跡か残っている｡そうい詞うところで治山事

識やりまして､日本でやっているのと同じよう態工事
をやっております。

もう一つは、向うは種子を荒駿地に直播きをするとい

うことをやっている。そうして先ず草を生やし、それか

ら今度木を生弁して行く、そういうようなことをやって

行く、従ってそこの林業試蒙場ではいろいろな草につい

ての撚準､生え方についての認識をしている。
長弾日本から20年く趨らい前に葛の種子をコンザーペイ

シヨソ或いは牧草として使わすのに大分向5へ入れた､､

我舞はそんなごとで成功するのだらうかと思っておった

が、向うの文献によると、成功している。今度向5へ行

って見たが.葛は確かに繁茂しておりまず、日本から塗，

つた葛一クズと書いたやつが向うでは間違えられてカ

ズと言われている－これは確かに成功している。と

ころが、これがゾイルーコ,ンザーペイシヨシとか牧草と

して非常にいムのだが、森林官の方から言うと、それが

折角植林をしたところに詮きついて困った、ど・うか日本
へ持って織れということを言われた，〔笑鎖

岡島治山治水というものは、日本は水を上手に山から外

へ出そうとしているが、アメリカは水を利用しようとし

ている。そこが大分アメリカと日本では行き方が違う。

張から砂防の問題についても……。

長井僕は、砂防技術については日本は多年の經験もあ‘る

し、相當成功してL､るのじゃないが、金をかけ過ぎると

いう黙はもつと考慮しなければならん激､進んでいるよ
うに思っております。

大疎僕ら、土壌の専門家として非常に反省させられたこ
とはアメリカで朧土壌學者が盛に土壌僥蝕の研究をして

いることです。日本でも農事試験場では土壌の鄭門家が
土壌侵蝕の研究をし定いますが私共林學方面では土壌の

郵門家はこの問題に鯛れておりません、これは我盈林學

の土鯉の鄭門家も反省して、士難の侵蝕の研究に頭を突

っこんで行かなけ紅ぼならないと思います｡

清水今のアメリカで一番治水關係の立派な試験地はコピ

ータというところにある。コピータの試験地朧アメリカ

ーの試験地です。これは例の利根の詞IIの試験地があり

まずね、あれを完傭さしたよ･うなものです｡そこに今、

士壊の導門家がいる。これは資格で言いますと、管林署

長の次ぐ雫らいに営るアソシエイ.卜・スーパ，ミイザーで

i■
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こういう考え方が優先しているように思われます。一般

の人達の嗜好を見ても日本では桧の柾でなければなら

ん、或いば純粋の絹織物や毛織物でないと恥しくて､とい

うよ5な氣持が割合に多いと思います。つまり嗜好の上

で趣謙性力誹常に發謹している。一方アメリカでは、勿

論こういう氣持はあるとしても一般的にほそれ力謹擬稀
薄ではないのでしょうか、これ侭或いは日本とアヌリカ

の文化の古さが原因しているのかも分かりません。ナメ

リカでは趣味よりも霞用性が重覗されるような氣がしま

す｡さて日本で加工材の研究を急速に發達さすことがで

きるかということになると可なり困難な面があると思い

霞す。今申上げた嗜好の問題の外に消費者がそれをこな

す能力があるかどうかということも問題です。どうして

も加工材は高くつきますから加工材の美識は認めても素

材を使い勝になると思います｡需要がなけ五ば研究だけ

進むということは非瀞に困難です、そういう黙でむしろ

建築家其の他木材の使用者が加工材を盛に使う:ととが、

やほ･りこの研究の先駆をなすものと思います。ですから

我盈が研究するとずれば､『先ず鐵出材のいいもの詮どう

して作って行くかというようなところへ目安をつけると

か、或いは今後復興力遜って来れば比較的金をかけるこ

との出來るビルディングの建築にはどういうものを使っ

たらよいかそれを研究するというのがよいと思い叢･Jb

こうして加工材の長所が一般に認識され典ぱ需要も増

し、従って研究も進むと思い童す、日本人は図の歴史が

古いだけに替俄を鍵え錫ことはなかなか難しいと恩L､ま

す例えば北海道でも九州の氣候に適するような織鐘の家

を作つ種おります。そういう職から見ても加工材沙普及

は容易でないでしょう。我玲林業試験場だけの努力では

どうにもならないと思いま炎建築家等も一緒になって

努力して國民全腿の反省を促すことが必要だと思います

こんなことが私の受けて来た印象の一つであります。研

究の專門的なことも多少開いて來ましたがこの席では除
A

り専門的になるので申上げません、私は若い時分は女學

物殊に哲學物なんか寺好んでいたせいですか、寶用とい

うことに興味が少く或る場合には賞用的な考え方に朧反

感さえ持っていたゆで説ところが今度震用主義の國ア

メリカに行つ;て見ますと、年をとって溌際的になって來

たということも一つの原因でしょうけれども、深い感銘

を受けたもので説.とい5ことは、彼らの研究なり學問

力鞁らの生活に即しているのです。これI澪の間ラヂオ

で朝の訪問の時間に訪問を受けた鐙家が言っておりまし

たのですが、皆傑御承知の米國から最近来たノグチ・イ

サム氏が．その震家と鵬懇だそうで、或る日ノグチ氏が

その聲伯を訪門して制作中の大作を見て、琴とは一鎧何

いか。日本では我盈は編柵のような防砂垣を作って植栽

をやって居るがそういうようなことをしたらどうか、と

いうような質問をしたのですが､.それ程盆犬な面稜を作

ることはできない。
清水海岸だと、暇にいたんでも賞害を受けることは少

い。そういうと'ころには金をかけないという考えがある

ん露しようね。

中川日本でもそういう考え方のところがある。下流の産

業經濟に非常に大きな影響を及ぼすというところは重職

的に園がやって行く。海岸砂防だって、裏側に大きな農

耕地幣があるとか、そういう場合には大いに考えるが･･･

“･･それからもう一つ、防風林というのはどう,ですか？

田中それは私ら特にそういうものを見には行かなかった

のですけれども、ただ自動車の沿線で、これは防風のた

めにやっていると思はれるものがあったが、毛ういうも

のはエクステンションの面でやっておった。

松原乎原地鞘には到るところそういう防風林を作って、

風の害を防いでいるのですか？

、長井風が吹くので、屋敷の周りに木を植えさすというこ

とを奨勵している。

吉田GHQの映謡で「防風林」という名前だづたと思い

ますが、やっておりましたね。

清水西瓜力輔瓜が最後に出て來るやつですね。エクステ

ンションで今やりつつある。

松原今度話題を少し鍵えまして、林産方面のことをお話

して頂いたらどうでしょうか。

大政泓の見て來童したのは研究所ですから、慨際の方は

清水さん達からお話を承った方がいいと思います｡､總括

・的に申しますと、〃暁方向では、さつき申しましたよう

に賓際に直ぐ役に立つという研究が可なり取上げられて

いる。例えば梱包材の研究ですが、梱包の仕方、これの

湿弱、どのくらい木を節約して中味を大切にするかとい

う試識これは日本でも一部の人は坂上げてはいましょ

うがそ5V,う研究力罐んに行謬れていま炎見かけ上誠
に単純肱研究で、日本の研究者では喜んで取り上げそう

にもない問題ですが，併しこの研究によってアメリカが

，戦時中どのくらいの利盆を得たかと考えて見ると、この

ような所謂俊用研究が日本でも必要恋ことを痛感し藻し

た。

" それから私の見たところでは合癖の加工材の利用が

盛のように思われましたﾏジゾﾝの材湧肝究咋もこの
方面の研究は非幣に進んでいるように見受けられまし

た。加工材というと日本では代用品という見方をされ勝

ですがあちらでは代用品と言っておりますかどうかは知
りませんが、索吋を材料にしてよりいいものを作ろう、

、

、

色
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座談會： ア裳リカの林業を語る

小倉日本では建築用材の規格が關東と關西と違っている

ので製材所としては困っている様に思われます。例えば

關東の工場での製品健闘東にL力賓れない、というよう

な黙が非常に大きなネックになっていると思われますb

こういうことは何とか木材規格をもう少し考え直すより

外に途はないのですが併しこのような因晉を破ることは

恐らく不可能かも知れませんが．..｡..。

清水建築の方の規格、そういう意味で或る程度決まった

型があるディメソシヨソ・ス'､ツクを作る、だから質れ

るものを作るから無駄が起きない。併し暖材は相営出て

いる。それから建築から行くと、大都市は鐵筋コンクリ

ートその他立派な建物ですが.山奥にｲデきますと、やば

り木遥のn大燈北海道で見るような家が澤山あるの直観~。

私力捗いたところで以て、4，5日歩いたけれども、殆ん

ど木遥が主なところの山奥があった。そんなふうであり

ますb .

もう一つ、問題は、やはり建築家は木造建築に針葉樹

を使いたがっている。ところがこれが東部にはないので

太平洋のやつを持って來て使っている。そういう意味

で、よそから持って來ても間に合う蚕うな無駄のないよ

うなものを持って來る･今規格的に無駄がないように挽

いてあるから．それを持って來ていいし､叉建築家が設

計する場合にも、材料織デイ〆ンシヨン･ストックにある

ものを入れて設計するわけでありま､3もそういう意味で

劉合に工合よく木が流れて行くのだろうと思いますo

吉田デイメンシヨン・ストックの問題ですが、大磯僕ら

考えると､大中角までのもので､その中に入るのですか？

清水入ります。

吉田大中角とブリッジ、それから’吋半の棒孑ああいう

ものを挽いておりますが、そういうものを挽く場合に、

日本の製材技術と比較し|-E、日本の方が壷かに苦努して

いる。而も向うは，等ｵ韓大寵主として挽いてい童すね

それで技術的I部非常に樂に挽ける。そうしてその場合
の工場の設備だとか、それは流れ作業で大賎行ける、そ

ういうことで日本の製材工濁は苦勢しな漆らうまく行っ

ていない。採算的にも悪い。 ､

清水そういう黙があると思い霞す。例えば木取りするも

のが一定,fていますから、人間をできるだけ省いてい
る。コンペアみたいなものでどんどん運びますから。運

ぶのは簡単ですから、どんどんできている｡勿論悪い工

場も瀧山ありますよ。併し相鴬の工場に行けば､確かに

皆続腿に流れて行くという感じを受けまずね。

吉田それと東部の方です瓶、いわゆるダグラスブアーは

ブリティッシュ・コロンビア州の放出侭絡と東部の侭綴

その間に非常な値開きがあるのですか？

の目的で霊いているのかと問わlt謹伯はぎくつとしたと

1，うのです。從來の日本では繪霊等も免角生活と銅Lて

所謂展憾曾用の繕が流行手る傾向があり差した。それは

それで一つの意蕊があるとは思います。研究にしても

研究それ自身の發展も亦必要でありましょう。しかし、

日本の文化を振返って見ますとﾖ噸に片破なところが

ありますね。蕊術や嘱嘩に優れたものがある一方我港の

生活は欧米に比して非膳に見劣りがする。極端に言えば

みじめともいえますoつまり我國の文化というものが家

庭にまで謬透していなか･力こ少くとも物質文化というも

のが國民生活にまで鯵透していなかったといえるでしょ

う。そうい･う職で我凌のように、林業試識場と言5産業

の試繊場に職を奉じているものは特に留意して國民生活

に直結するような方向に研究態勢を持づて行かなければ

ならんと思うのです。これが私の受けて来たもう一つの

感じであり蓑す。

小倉アメリカは林達の國と言われているようですが、事

＄ 質木材の使い方が日本と比ぺて何虚かちがった識がある
でしまりか？日本の材料はアメリカに比べて非常に悪い

と思いますので、利用の方法を特に考慮しなければなら

ないと思うのでありま説亦日本で健製材所から礎材が

相営に出て、これ力建に｝職Hご振向けられ、ところによ

ってはわざわざ燃料を作るために製材していると思われ

る程､､歩留りの悪い生産をしている鹿もある様ですcこ

の綴な製材所から出る磯材延鋸屑等をどの様に庭理して

いるか御闘になったところをお聞かせ願いたいと思いま

す。 ‐〆
や一

夕･

清水アメリカの製材で、あなたのお話の逆の方になるか
、

も知れませんが､今の陵材その他は胴営出る、これをう

まく利用しなげればいかんという事柄は考えておりまし

た。それで､やはり壬の厳材を使ってやる事柄を林達研

究所でもやっておりま､す。それから或る場所では､燃料

が不足しているようなところに臆燃料として加工したも

のも壷っているわけであります｡併しやはり潅材の利用

といふ黙では、随分向うでも困っている穰であります。

ただ製材工場で木取りする場合に堂いて、向うではディ

メンシヨン・ストックというやつを作る。建築にはこう

いうものと、こういうものといふ嫌に規絡が決董ってい

るだからどういう木取りをしていいか分らないような壌

合にⅢは、いわゆるディメンシヨン・ス1､ツクというもの

を作ることをやっている。そうするとそればどういう寸

法のものはどういう建築のどの部分に使われる:砿そうす

ると蕊先がある。これをただ矢鱈に何でもとるといぅ式

にこなしていないきそういう意味で賛先准んかの關係も

割合にうまく行くのじやないかと思L､ました。

垂
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座験會： アメリカの林業を語る

清水とにかく東部の方が高いですが、それは例えば西部

のワシントン州或いはオレゴン､州からニューヨーク州に

持って来ますね、そうするとその運賃<・らいの絡差があ

る。それで今度は例えば西部の方のブリティッシュ，．

戸ソピア州ではカナ〆から相當輸入をするわけでありま

す。その輸入するやつはカナ〆の方が安い。今度は東部

の方に行った場合にはp高いですから、東部の方でてき

るカガーダ材というやつ侭、勿論こちらの方よりは商いと

思‘,まず。

吉田東部へは丸太が行くのが多いのか､大零洋沿岸で製

材されて向うへ行くのが多いか．どっちですか？

清水殆んど製材です。

田中ポートランドからニユーヨ戸クヘバナマを通って船

で行くのですb

清水日本みたいに丸太が行くのは殆んどないです。

松川小倉さんの御専門なので、素人からお尋ねしておか

しいのです了が、製材と力永材加工とか、ア〆リカの個為

の工場の技術水準は日本と絡段の差があるでしょうか？

清水格段の差ということはないと思います）,大脳似たよ
や

うなものでありますb

岡島規模が大きいですね。

清水糖点言えば､規摸力裁きいということと斑機械化し

てし､るということですね。個掩の技術は日本が上のとこ

ろもあると思います。東部の方宅は山奥の方に製材工場

なんか相當澤山ありますも

小倉木材の使い方について、相當節約1こ使溌うという銭

考え方があらゆる面に出ていますが､それとも可なり森

林震源があるから相當故漫な使い方をしているかという

ような仁とで、御感じになづ挺黙は……･･

清水それは森林資源が殿堂となくなって来ているから節

約しようという考え方で使っております。これは東部の

話ですよ。東部の方は御承知の通り殆んど木がないか

ら◎

田中製材そのものは能率主義だと思います。

吉田向うのミルというものの組織､それと商業者の關係
ほどうなっているか、ミルは殆んど阪蜜組織まで持って

､,るのでしょうか？

清水大きなミル臓卸費業者にやっております。

小倉自分で阪寶組織は持っていないのですか？

清永大きなところは大鎧卸寶ですね。木材業者に卸すわ

けですも大瞳大きなエ場は皆卸にやって贈ります。

松原最近の木材の用途別のパーセンテージはどういずこ

とになっており童すか。日禾と大分違うでし災うね。

小倉燃料としてはどのくらいのパ戸センテ,～ジを占めて

おりますか？

清水少いですよ。向うは山奥でも重油があ･り'ます･から…

. ．・・O

大政紙の消識愛は莫大なものです。ものすごい使い方で

すb

小倉ア父リカの雑誌を見段すと、相當幅の厳いホールだ

とか停車場等に對して木材が可なり使われているように

見られます。先般もラゴフという普通の宣傳雑誌で見た

のですが。ア〆リヵのような相鐵金麗工業の發達して金

属材料が安俄に得られるところでわざわざ木材を使って

いるのは、デモンストレイシ雲ソなのか．それとも木材

の方がいいという考えに従ってやっているのか、どうで

しょうか？

大政ある園の事購を固定した概念に富はめて判断するこ

とは無理があり叉危険でもありましょう。た堂こんな話

があるから参考に申上げて見寵記北海道で聞いたこと

ですが進駐軍から上質の合板の註文があったそうです。

何に使うか？と言うとそれがコツクリートの枠に使ゲと

いうのだそうで､説随分擬澤だと思って開いたところが

その返事が、これは鐡阪を使うより遥か庭耐久ijがあっ

ていいから、高いけれどもこれを使うのだというのだそ

うで説だからこういう諺え方の人もあるしそれほどの

自覺のない人もありましょう、一概にどうということは

言えないでしょうが、爲政者は少くとも木材をセイブし

なけれ蕨ならんという考え方を持っているのではないで

しょうかo

小倉日本の勝來の木材養源を考えてみますと、森林は段

､段天然林がなくなり、人工林になると考えられますし、
伐探期は短くなり節も多くなるという襲うに當然考えら

れますが、こういうようになると現在得られるような大

材や長材等の生産は望まれないと思われまずので営然加

工技術の腰用によってそういうものを生産するという行

き方にならなければならないのじやないかと思いま炎

そういう面がアメリカでは既に可なり賞用化しているの

じやないかと、海のこなたから想像していたのですが、

それ程でもなかったのですね。

清水それは今大政さんが言われたように、そういうとこ

ろ＄あり、そうでないところもある。

大政私はカリフォルニアの林産普及の人と街を散歩した

。ことがあり童す。そのとき、デパートなんかに入って、

ここにも合板が使ってある、ここにも使ってあると言っ

て見せましたが、成る程そういうように注意されて見る

と、資によく合板が使ってあり章した。そしてそれが日

本のものより、遥に品質が良いのですね。

小倉アメリカでは戦時中木製飛行捜を使わなかったよう

に思っていたのですが、最迩報告書を見童､すと随分木製、

、

⑬
〕

⑨

－－（28〕－



L

一

座蕊會： アメリカの林業を語る
－ －

－

松川それは男の勢務者が足りな↓,から女が出ているので

すか？

田中女もやはり服ﾐとか何か作りたいというのがいる、

それは生活のためI逗来る人も多少はいるけれども、女が

自分の服を作ろうというので、山に植栽に行って稼いだ

金で服を作ったり、靴を買ったりする，

長井賃金は男と同じです。

清水向うは鍔働基準法による最低賃金が75セントです。

大磯85セントから1ドルく諭らいは翻します。

松川鍔務者の生活は領営高いのですか？

清水伐木夫は相當いい。私の見たところは．とにかくポ

ロですが自家用自動車で通っております，

松原請負制度ほありまずか？

清水請負制度は、麹*にはあります。 ・

田中頭みたいの藤いる毎それを使うには鍔鋤凝準法があ

って･ ･･ ･◎

松寮出来高郷いというのはありませんね，

田中伐木の方は1000ボード引いて幾らという計鱒になり

まう-･

松川杣小屋などに住っているという･のはありまぜんです

ね，

岡島》皆自動車で這っております．誉林懇の女の子まで自
動車で通っております。

田中小屋の設備もよくないと來ない。ところが立派なの

を作ってやっても、自動卓で下から遡った方が、夜は映

翠も見られるしいいというわけで､除り泊らんというこ
とです豊

松原山にもい､､道があるからですね）

清水道詮つけなかったら來ないです、

松原鋪鍵はしてないでしょうね，

‘清水鋪装はやらていませんが、主要なところはやってお

ります。結局岩を棒いたようなものです純路面の上に

ローラーをやって固めた道ですも幅は相臘籏いです｡勿

論トラックに荷を讃んですれ蓮える道路です。

中川そういう立派な道路は誰が作るのですか？

田中國有林の場合緯、誉林署が設計して溌算で作る場合

もあるし、立木虚分した場合は、その除裕がないと設評

は全部誉林署の職員がやる、その杭打ちもやる、闘面も
作ってし葦う、そうして設計書によって立木を買受けた

人がつける。 ‐

中川それだけ立木は虚分の金が安くなるわけですね；
岡島そうです。それをやらないと、あれは駄目だという

ことになって、あと立木ほ買えなくなる。

長井今、日永に來ているようなブルトーザー、ああい§
もので山に造をつけている。

29）－

飛行機に對する研究をやっていたようですね。従つ（そ

ういう鴬時の幾吻を現在も使っているのか、それとも木

材の使い方は一旦必ず旗い意味の合板或は穣層材等にし
た方がよいという考え方を根本に持ってこういうものを

わざわざ生産して使っているのか､若t後者とずれば、
これは日本として相営學ぶべきことじやないかと思いま

すがいか鱒でしょう？

大政分らんですが鋤戦争によって護達した良いものは使

われているのじやないですか。例えばアメリカでは、今

・プラスチックの大流行で､j~b街にプラスチックが汎濫し

ているが、あれも大戦中に發達した工畠謹製品のはけ口の

一=？じゃないかというようにも思ったのですが｡…･･

松川吉田さんの一番關心を持っておられることだみうと

思うのでありますが、國丙を通じての木材の需給はどん

な具合ですか？戦出入の關係はどうでしょうか？

清水大きな國で､ﾖ蹄に弾力性があるし､いいものば高

舎 くても買う、全般として大きい國だから弾力性が非補に
ある。そういう關係で全艘を通じたらばまあ需給は何と

か､うまく行っていると云えるでしょう。

吉田現在のところむしろ入れているのじやないですか？

清水カナ〆材も相常入っております。この黙から輸出の

除力というものば除りないと思いま-す｡

吉田日本として希望するのは、パイリング、あれが殆ん

ど『から松l以外にない。港澪工事から全部やるとなり

ますと、パイリングは紺艤要る。向うは壊されていな

い、戦前にはパイリングは相営入っている。そういう＄

のの輪出の能力があるかどうか？

垂 松川大分時間が經ちましたが一寸田中さん耀お伺ひしま
す向うの森林公務員には婦人は相営晶つ･ており藍すか？

田中森林官たしてはまだ現在は婦人はいない。ただ誉林

局なり醤林磐に事務員として働いている八は相鴬いも。
全部醤林署で言えば、管理課と言いますかそのクラー

ク、管理課の事務員として、計算．タイプ、その他カー

､ ドの盤理、こういう鮎では誉林局あたりは相犠年を坂つ

た人が働いている。そういう事務的ですけｼしども、蜜任

を持った人…･･･。

松川技術者は？

清水林業試験場にはおりま､す弓。

松川勢務者はどうですか？

田中女人夫が山で働くとは考えていなかった‐山という

のは麹林地のことですが.･････。ところが女が縦識をして

､ いる。これはやはりスペリオル湖のアッパーミシガンで

遥林地を見たときに.女が植えていた。これには驚いた。

清水製材工場なんかにおりますbパルプ工場にもおりま

す。

一（
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座談會： アメ リカの林業を語る

長井火災馨防につきましては絶對的に進んでおりまず

ね。あれだけの機械力を使い、飛行磯も使っているので

すから、進んでいますね。

松川それだかG蝿栫ﾍなどに燐いてもいいということに
、

なるのじやないですかな。

大政恐らくそうでしょうo

岡島それだけの山火事の防止設備ができているのに、造

林地に防火線がない。それを田中さんが野次ったときに

流石に向うも参ったというような顔をじておりました。

清水防火線のあ為ところもある。‘地方によってですね。

岡島毒大湖の造林地には防火線が駁い。それで早く防火

線を切ればL､いと言ったら、謬っておったね｡

中川大分教えて来たね･啓蒙族行をやって來たれ。

涜水最近のは腕火線を付けろということになっている。

松川まだお話は鐙きないのですが大分時間も過ぎました

から、この遜で一雁終ることにいたしたいと思い蚤す。

どうも駈範閥に亘り誠に有意義なお話を承らして頂きま

して有難うございました。借越ながら會員一同に代って

御厚情に對し深く御臘申上げます。（終）
一一一～一一一

古書の斡旋
一一一一一

○部数に限りがありますから至急御申込下さい

○擢載の侭格は書店の寅値であります

○斡旋の手敷料として木曾は寅慨の1割を申受けます

○遥料は費愛申受けまず

川村農林士鯉學〈昭23〕 180
ゼムス造林の基礎（昭6） 300
河田尾久島森林覗察の感想（昭8） 150
山鉢局生態學的二見ダル砂丘踏林〈昭7） 250
ハンス河川の水位に及ぽず森林の影騨(昭12’ 250
田中林道の設計（昭6） 、200
管林局測林測樹簡易統計計算の賞例（昭10〕 、250

山梨縣山梨縣名木誌（昭6） 200
白澤日本製琳樹木圃譜前編（明“） 500，
上原應用臘沐嬢上下二朋揃（昭14） 1400
中烏綱貿算法及森林較利學（昭24） － 300
中村遥林學随想正縦二冊〈昭18）． 400
脚谷葉による樹木の鑑定（昭10） 230
山林局朝鮮産木材の識別(林識i*)(昭13) 2000
荻原砂防工事及林道（昭18） 150
三浦熱 瀞 ‘林 業i昭10、 320
畜産會樹賞類の飼料的利用（昭16） 200

印産森称覗察復命書（明35） 300
河田森林生態學講義（昭18） 1700
川口森 林 氣 象（昭22） 180

束京鶴林局報第1號(昭8)-50錦(昭13)9班峡
日本林躍曾雑誌9雀(昭2)-22"<|昭19)5冊鉄

大日本山休愈林業鮮典《昭12） 75O
日比野麓用木材名鑑（昭19） 3800

中川そｵ1だけ立派な道をつけて立木償絡は引合うので赤
か？

長井その道路建設渋というものが職安くでき湯のだね。

岡島アメリカで少年を製材に使っておりましたので。少

年保護法に反するのではないか？と聞いたら、請負の場

合には、その子供が働いていZのだから何とも言えない
ということだった。

大政道が少くて林業を誉むということは無理ですね。斫

伐が藤つたあと4,5年經って見ると、道は破損して草が

生えているというようなことが良く見受けられる、あれ

じゃ本欝の林業はできませんね。

栂原先程のお話に依るとアメリカでは伐採は孑鰍皆伐而

かも相徴大きな面俄の子U伏皆伐をやっていると云う話で

ぐずが、伐探地が相欝移動するでしょうがゼその道は伐採
｡ 』

が維つぐしまへぼ使わないこともあると思いますが、保

存されるのでしょうか？

大政路網計震がしっかり樹てられて計謹性のある林業が

行はれ上ぱ遁路は木材の搬出にも鎚林にも亦防火や保護

にも使えて便利ですがね。

■

垂
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(新刊案内）

林業技術叢書
第6輯林野臆指導部長藤村重任箸

日本森林資源の分析

第2部産業雛造と森林資源
定侭70円（曾員頒侭60円〉〒6円

第7鵬田中波慈女著

森林の環境因子
定慨100円（曾員頒慨90円）〒12円

一

林業解説シリーズ

"3J冊樹病診断寵井專次

第31冊選木と 間伐原｡田 泰

嬢32鵬澁誓誇噌謹中村腎太離
第33冊森林の雪害高綴喜平

（鐙臘各鵬30円〒3冊迄6円〕

曇

林業普及叢書

原口亭箸ナ乙 ね の
（定侭40円〒6円〉

話

林業技術シリーズ

No. 15森林の風害玉季三乗樹著
〔定便30円〒6円） ．

No.16森林と野鼠杢綴諺譜
（定侭20円〒6円）

､(灘雛そ謝舞､]‘磯磯患諦撫-を）
，斌團法人日本林業技術協會
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をの他

成澤多美也

野鳥の養護

と被害に拍車をかけるに至ったという見方である。

さういえば私も幼年時代には私の町の中にまでキツツキ

が訪れて來て、隣家の土蔵の板閣や､朽木を、此の鳥特有

のたkき方で大きな穴をあけ虫を探していたことを思い浮

べることができる。キユロキユルという特有な鳴き方や、

あれはアカケラだ、此はアヲケ.ラだ等と小供ながらに羽毛

の色感で勝手に名前をつけていたものであった。そのキツ

ツキが今郷里の何脇にも姿を見せなくなった。私はカーハ

ート氏の記誤をみて単に外國の例ばかりでなく、吾舞の小
さな城下町にも現仁起りつLあるキツツキの興亡史の源因

が識みとれる嫌な氣がした酢、

鼠にキツツキばかりではない。シジウカラでもコガラで

もウソでもキバシリでも、智慧を象徴するというあのフク

ローしみつく溌顧雲の晩、遠くの方でホウホウ、ノリツ

ケホーセと鳴くの崖炬髭にしがみつき乍ら淋し<開き入つ
だものであったが－そのブクロ，でさえも、今ば滅多に開

くことができなくなってしまった。それは云い知れない淋

しいものである。

しかし何とかして小鳥を堀やさないと森林の被害は食い

とめることができさうもないので、生徒と一緒に小鳥の巣

箱を學校の裏山や植物園等に架けてみたが半分も入'らな

い．これは多勢の生徒力騒ぎ廻るために小鳥がおそれをな

して寄り‘つかないこ〃もあらうが。何といっても小鳥の数

が減少したことも霧えな“ことだと思ったりした。

然し軍にこればかりではなく、まだ外に原因がありさう

だと思って、色を調べてみるとこちらにも大きな手抜かり

があることが到った。まだ打つぺき手を打っていないので

ある。つ主り小鳥の巣箱一黙張では小鳥がよりつく壌會が

少いということである豆

勿論蕊箱も必要鰈くぺからざるものであるが、これだけ

笹は小鳥誘引の何劉かの役目を果すに過ぎなら、誉菓とい
、

うこと事態が小鳥生活の大部分ではない、1年のうちやま

や叢2ケ月位のものである、たwそれだけで小鳥が増える

という可能性を信‘じでいる方がむしろ可笑しいのである。

此り黙アメリカの行き方をみ論と「食・住の完伽とい

うことにﾖ蹄な關心を寄せているようである。「衣lの方

は耐溌が吾々の老当及ぱ厳い造型技胴で薊を與えているか

ら、なまじっか人間等職手醐しをしない方がよい。｢住｣の

方も日本漣は漸次向上して、一般に普及している嚴である方も日本漣は漸次向上して、

昭穂の初頃、兵庫縣の須磨、明石に霊生した松食虫の一

族が､今では全國に漫延して,遂には越後にも入って來だb

海を越えて佐渡、本土では北は岩贈から新潟市、新津から

南蒲原一帯に亘って海岸や丘陵地帯の赤級林を震憾させて

いる。今年はもつとひろがるかも知れない。赤掻にとって

はとんでもない災厄である。

アメリ･力の一角にもこれに似た事が起き今でもその災害

に苔んでいる。所はアリゾナ・コロラド，ニウメキシコ・

ウタの4州力鏡を接している1謎lこ1939年6月19日局部

的な大暴風が起り、餘勢は北東に走りロツキイ山眠の暴食

を掠めていったb

こ上には大古からエン孫ルマン・トウI色が君臨しで↓､た
のであるが、此の一瞬の大風で打ち折られたもの数を知ら

ぞ、花崗岩の上にうすくかぶさってし､る土に根を擴げてい

た,､ウヒは無残にも根こそぎ薙ぎ倒されて‘しまった。その

大半を縫って1吋のl/4位の甲虫(Dendroctenousengelma-
nni)が猛威を揮ってどんどん風害木を喰､,荒し､蓮には生

立木まで被害をみるようになった。流石大きな画だけあっ

て、その彼害木を麗理ずるのに製紙工場まで出來だという
口

ほどであるから、その被害の状態が如何にひどかったかが

到る。

ところで此の虫は突然發生したのではな､く、もともと此

急森林の?'4にか細い煙をあげて、つつましやかな生活を醤

んでいたのであるが、風の馬に根を持ち上げられ、そのた

めに木力壼弱して害虫の跳梁銭雇遊ほしいま典iこしたこと

もその一つ、叉風倒木は雲の下に埋没するために、此の中

に巣くっていた多鐵の害虫は剰嘆的激鍵を受けな､ため凍

死をまぬかれ､春Iこなると勢を盛り返えし益々猛威を郷い

逢に手がつけられなくなってしまったのである。此の被害

を報告したAH･カーハー'､氏は､r除りにも風が激しかっ

た、そEて除りにもキツツキが少なかった」と端的に結論

を下している。

以前には此の地方には6種のキツツキがいたにかかわら

ず､人間力蜂をもって山に入ってから縦木もどんどん伐
りつくされ､小鳥の樂園侭すっかり荒されてしまった』こ

れに愛想をつかして今ではキツツキも此の林を見拾てL蓮

<奥山に避難してしまい、その爲に虫共がえたりかしこし

一

芽

〃

匂

〆

－－－－

－〔31）－－

(鐙者）新潟縣加麓農林高等學校教官
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成澤：野鳥の泰護その他

が、扱而「食｣の問題にな潟といっこうにバツとLなL､。

人間だって闇米に手を出せないで､食うや食はずの今日、

何が小鳥の食澗問題だとムキになる人もあらうし愈森林の

害虫は無数にいるから、それを食べていれば、食の問題な

ど小鳥にはないだらう、そのために、吾盈は、彼等に益鳥

という名器ある奪號を典え、法律という鐵條網で彼等を保

謹しているで幟ないかと云う人もあるだらう。

然し此の食澗問題は熱帯ならぬ降雪地幣では、しかく簡

単ではない、秋落ちには既に嫉乏期に入るし、豪雪でも來

ると途端に地上のあらゆる餌は､無謹誌な雪で鑿謝されて
しまうのである。正しく彼等の危険期、餓死状態力劉來す

るのである。此の事明の理が閑却されていたのである。
4 ｡

更にI柱」の問題でも完確とは云えない、住宅は建てム

やったが､彼等がもっとも腐心する夜具建具一誉蕊材料一

についても一向に無頓着ではなかったらうか。

こうした鮎について斑際的に鳥類保護をやった最初の人

はドイツのツーリンギア地方の豪族の家に生れた〔1露7年＞

HImsnfeih"vonBErILpschである。ベルレプシユ盛罫

の父がそもそも非常な愛鳥家であったため、その影響を愛

けてか彼も野鳥に對しては特別な愛情をもっていた。

彼の野鳥愛護方法の原則は先づ烏の好きな餌を與えるご

と、第2に外敵から守ってやること第3に醤災材斜と蕊繍

を與えることであって、彼はその方向に向って着實に賞行

して行った。

巣箱は資にペルレ式シユ男爵の考案であって、康い邸丙

には300個の典箱を寵け叉彼の議塗林中には2,000個の災

鞘を設け､それが殆ど全部成功していたという程である。
然し斯うした立恢な着想も1人や2人でやっては何の敷

果もないし父その人が死んで後誰も守らないのでは全くの

彊餅に過ぎなくなる。
、

ドイツで約100年泌前こ始められた愛謹醗業を識費して

やっているのはアメリカでやる。

こ＃'等の鮎について私の見聞したといってもA11dUbon

誌や鹿く僅の単行本を手がLりにしを知り得たことを少し

雷きつらねて、今後の小鳥蕊謹運動の一助にしたいと思っ

ている。

叉キツツ釘が枯木をたたき錘っていると、直ぐ近くに
フリッカー

金翼木啄がそのお残りをしこたま御馳週そなっていた。｣
斯うしたことは結局野鳥間には相互扶助的な關係のある

ことを物語っているL，勢い1種類だけの盆鳥を増やして

みても大し子役に立たないことになる｡叉我を力癖手に害
鳥だと思っている野鳥もL年中を通じてみると決して害鳥

でないことが解るだらりo

從って森呼はあらゆる鳥力喋まる糠な食物を出して冠
く必要があるo

これを大別すると、（1）自然的なものと、（2）人工的な

ものと膳分け愚ことができる｡

（1）自然的なもの

野鳥が最も好むのはイチゴ類だというoさう云えばキイ

チゴやクマイチゴ等は随分彼等の食慾を充たしてやって

いる。

デニス氏は先づ樹林の中にイチゴを植えること啓すLめ

ているが、更に出来得ればそれ等を小鳥の眼につく襟に垣

根状に作り、それものぺつに作るのではなく、或る睡間は

果木で､‘ある厘間は果木でないものという風に交互に作っ

た方が、ずつと小鳥を誘うのに都合がよいといっている。

叉鋤氷ばかりでも不愛想だからというので、その森林の

附近にソバ、アワ、豆類等を特に野鳥の篇に栽培すること

も提唱している。これも列恢に作る場合もあるし、1坪か

2坪位づム馴伏にかためてあちこちに作ることも考えられ
ている。

④

叉ミシガン州の保護局では最近次の嫌な檬式を提唱して

いるpこれに由ると、今迄吾燕から遠ざかっていた聯鳥も
p 6．

引き涛せることができるさうである、

蓬

里

磐
～

#6 1
1

／O ％
満洲大金． 4．2
普通大豆 4．2

藤 豆 8．4

聯 8．4

へンプ 8．4

アフリカキピ 3．2

金色トウモロコシ 7．7

‘計 1000

ソ （ 12.6

キ． ピ 4．2

白 架 4．5
0

普通粟 4．5

テネシイドイツ粟4．5

’
サトウモ画。シ 8．4 1

－ 1

スーダングサ 14．0

ﾛｼﾔﾋﾏﾜﾘ 2.府｜‐

然し此はアメリカの用式であって、どうしても右の溌な

種類を謎ばねぽ野鳥は寄りつかないと思っては困る。吾迂

の手近にあるもので右の儀な種類を大綴眞似てやればいL

のである｡むしろ地方地方によってそめ馳拳かしてみ
た方が面白い結果が得られるのではないかと思う。

デニス氏によると林檎の木が色盈な野鳥から非祷に親し

童れるさうである。例えばマシコの類は氷って半分腐った

林檎から種子を啄み出して食うのが好きだし、雷鳥は芽と

果實を好みシジウカラ国キツツキ、コマドリ、等も果鍵を

野鳥の食!陸

野鳥は1種類だけ群をなして飛び廻るのもあるが、多く

の場合、1群の中に数種まじっていることの方が多い。こ

のことについてJoImDenniS氏は次の様な面白い観察を

して1‘､ろ。

「キパシリが木のあちこち食物を探し,ながら飛びあるい

ているのを見たことがある。その薦ぐあとに2,3湖の四十

雀がキバシリの食べ残しを漁っていた。

a

一〔32）－
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非常に喜ぶ、又或る野鳥は此の水の液、花、或は此の木に 斯うした観察を通じてみても解る様に解は1種類だけや

つく毘頭幹とて＆呼んでいるという。贋い森林鰯中に人間 ，つては面白くない。又これは穀食蛍主とする睡鳥の例であつく昆虫をとても好んでいるという。贋い森林の中に人間 ，つては面白くない。又これは穀食を主とする睡鳥の例であ

用にでなく野鳥用の林檎を仕立てるのも面白いことだと思

うo

倫松、カラマツ、トウヒの溌な針葉樹の露子は或る種の’

小鳥を誘うの極最適であるo

AllanD.CrUiCkShank氏によると1､ウヒの種子は『イス

カが非常に好んで食べ、此の鳥の渡りの多い少いはトウヒ

の幾凶を物語るものとしている。今までの槻察によると8，

9年毎に大群が来襲し，叉その度にトウヒは大豊作で昨年

トウヒの豊作に常って記録破りの大群が來たので、次には

1957年か8年に大豊作があるだらうと豫見している位であ

るo

津輕､下北半島のヒバ林等にもこうじた關係があるので

はないかと思う。

何れにしろ、一つの森林を小鳥の棲息卵こしょうと思っ

たら、色凌な種類の種子が普遍的に、叉1年中を通じてあ

る職に工風すればい上ようである。 、

斯うLた森林に、次に云う餌箱設置を試みて、小鳥義誰

林を日本のあちこちに作りたいと↓､うのが、目下私の切演’
な願望なので乱ろo

（2，人頭的なもの

デニス氏の観察をみると噸箱に寄って來ろ小鳥の習性

をたしかめるため、地上に8室の餌壷のある餌台を作つく

各壷には澤山の小鳥に向く様な色登な餌を入れて置いた。

キジ'冬卜はよく人間の環境に慣れるものであるが、先づ

一膳全部の餌をたしかめた上で．今度はどれでもこれでも

腹一杯食ってしまった。

或る小鳥は8の餌壷をひとわたbつつき霞わし、更にも

う一鹿とれを繰り返えし、次には粟に婚集しても5それが

自分には最もおいしい御馳走だといはんばかりにその餌壷

にしがみついて離れない。

ヒワ類はヒマワリの種子に一直線にやって來る、若しそ

れがないと半ば不滿氣に他の餌をつムき廻す。

鳴雀.〔北米産）は小休みなく次から次え、餌壷をつ上き

廻わす。

るが、その外、動物性の餌を好むものや、雑食をする小鳥

に對してどんな方法がとられているであらうか｡‐

混．合食
＆

これはペルレプツシユ男爵が創め･て試承たもので様式縁

次の様になっている。 、

白パン（輯蕊して粉末 ケシ粒の硬き粉 2．5

にしたもの） “､5 白 粟 3．0

ヘンプ卿の種子 6．0 燕麥 1．5

肉 ． 3．0 乾した木毎 1．5

碑いたヘップ種子3．0 ひまわりの種子 1．5

ケシの粒 ． 3．0 蟻の卵 1．5

此等のうち直ぐ手に入らないものがあれば除いても獺ば

ない､之等に對して約'.5倍の牛や羊の脂肪を加えて脂肪

が充分溶解Fj-るまで火にかけて濯ぐ、一瞬鄙撤け毅類が

よく混合するのを承はからって柄杓で木の枝にかけるので

ある。此の穀類が下に沈まない嫌に淡くかき混ぜて居らな

ければならない。叉他の1人は枝の下方で詮を持ち、除分

に滴り落ちる分を受ける、之は後に再び温めて枝に塗って

やる、容器が冷えると次第に中の物がかたまるから、火に

かけて温めては枝にすりつける。

こうした脂練りの餌を林のきちこちに塗って置くのであ
るが、此はどこまでも誘導的なもので之で腹を一杯にする

ためではないo

今度はその内側に2ケ所多い場合は10ケ所位給餌器をぶ

ら下げるか釘付けにして濯ぐ力域は固定した餌箱を設け

る｡

こ上に用いられる餌は次の穰なものである｡

、果賓の場合

スグリ．毎類、乾ぶどう、乾いちぢく、叉霜にあたった

り傷のついた林檎等を冷暗所に貯えてをき時盈與覚るとよ

い。林槻はどの小鳥にも好かれるという。更にぜい澤なの

はバナナを輿えることで、之等は日本の現状では吾燕大人

でも垂延ものである。私の子供はそれを聞いて、アメリカ

の小鳥になりたいとこぼしたほどである｡此のバナナにつ

零
も

寺

ツグミは1捌づつやって來るが各壷を一態たしかめたの いては面白し話があるo何でも中米のパナマ地方の草深

ち､南京豆の入っているのをみつけると、“こりやたま い､耕地とても餘りにない山間僻地の小鳥好のお頁姓さん

らぬといった風でそれを瀧腹するまで食ぺる。 力批を用い始めたのが初まりである。近所の乏しい、生活

凹子雀諏は盆の上にとび下りると、好みの餌の方向にチ をしているお寓姓さん達は勿磯ないことだ、豚にやった方

ヨンチ，ヨンと跳んでゆく、時には彼の研究的態度から來る が餘程利益があるのにと蔭口をた上いて居たが､その齢百
↓のであらうが、他の食物もち狼くちよくつLいて廻る。 姓さんは相かわらずバナナをあちこちにぶら下げて小鳥の

カケス畿紘餌箱艇祇づくと剛心深く右べん左顔する、周 集るのを樂しんで居た。ところが小鳥の数も次第に多くな

函喪全なりとの見きわ必がつくと大急ぎで餌繍にとびつい り畑の腱作物の虫害も少<なって来たので始め潮笑してい

て何でも口一杯にほ上り込む悪癖がある。 た人達も非備に喜んだというのである。

－（33）－

＆〃
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若し台潭から澤山バナナが入る様駈御時世になったら少

し試してもよいと思っている。

動物性の食物

ゆで卵（之も日本では1ケ10円位､病氣でもしない限り

口に入らない代物である）魚の骨､牛や豚の骨、難のアラ

等をよく砕いて骨髄の中力種はれるようにしてやると、昆

虫を食っている小鳥の多の食物には誠に絡好な.ものであ

る。た野し灘氣があってはいけない。日本の様に騒辛く料

理するの魚骨は適営でない。

叉魚網の中に入れて詮くのもよい方法である。此の場合

金網を用い趣犠にしなければならぬ､殊に冬期凍りつく
と鳥は頭をつっこんでよく眼をいためる。

シウエット

若し雀や栗鼠の害を防ぐ必要のあるときは此の固脂を長

い紐の南端に縛りつけて振り分けの荷物の様にして高い枝

に投げるとよい6 ．

一磯雀は案外臆病着で揺れるものには寄りつかない。

種子

ヒマワリの種子は10麓類位の小鳥に非常に愛される。シ

メ・マシコにはなくて芯らぬものである。此のヒマワリ等

は庭の隅に2,3本値えておいて馬蕊でも時廷與えると1，2

升は楽にとれる。私は一策を案じて生徒の家庭に親徴用と

して作らせその資をもらうことにしている。

叉小鳥は姿、大麥、ヘンプ、栗、大白栗等を好むもので

ある』日本の現状で一寸手を出せないものに南京豆があ
ゴールドフインチ

る。ところが南京豆はどの小鳥にも好震れる、アト リ

等は此の南京豆をやると、他の餌はてんで顧みないし、シ

メ、マシコも之を見つけると、ヒマワリの種子等見向きも
「

しない。

バラ餌を多量に食ぺる小鳥にとっては粟やヒエ、エゴマ

等は重要鉄くぺからざるものである。キジバレ等そのよい
例であ為》ヒワ類は大脳維草の種子を食べる.のが習恢にな

つでいるので、小粒の敷粒なら何でもよく食べる。、

小麥と大麥はどんな混合餌にも重要な役割を果し、或る

煽人は此ばかりで成功している人もあるという。日本では

水田が多いから、米の落穏、しいな等は麥類以上によいの

ではいかと思うQ

麓の眼い烏には穀果が榮養食物である。クルミは殉ラを

割って置けば他の食物よりほずつとこれを好む．

栗､は"鶴胖どふく．り等も少し俸いて置くと木啄類、
カケ系、キマワリは最先にこれにとびついて來る･日本等

ではチシヤの賞が山雀に特に好まれ、器用に脚指で押えて

小さな穴をあけて中の白い仁を食ぺているところ等は識に

よいものである。チシヤの賞は晩秋地面が黒くなる程落ち

るものである、私の學校の植物園にも今迄何等顧みられず

に掃き捨てられていたが、今度は大いに馬力をかけて取る

積りである。

代用食

人間に代用食がある様に小鳥にも代用食があってい上筈

だと探してみたら、色共なものがある様である。而も食糧

事晴のつまった日本で、いくら小鳥が好きだからといって

チーズ、パター、バヅーォでもあるまいし、雌等代用食は吾

吾には一番手近に得られて都合がよささうである。

'

毒
》

此の外人間の食料に供しない豚、牛肉の脂或はコマ倒れ

豚の外皮、ラード子の他の動物の屍漫一一このへんまでは

何とか食澗雛の日本でもできさうであるが一チーズもよい

とあるので私は悲観せざるを得なかった。私の町は3蕊近

くの町である、それでいてチーズ等食ぺた人はいたって少

<味を知っている人でも、もう何年か口にしていない。と

ころが、小鳥は肉や脂より、チーズの方がずっと好物な‘ん

■

“

ださうである。從ってアメリカの

小鳥は榮養の紬に於いてば吾盈の

町の人よりほ“倍勝れていると

い；ことになる。

0

ｐ
ｍ
７
ｄ

却
脂

妙
固 固脂を輿える場合よく注意しないと、カケスやカラス 吾には一番手近に得られて都合がよささうである。

がその輩蓑持渇遜げしてしまう倶がある。それで木の枝に 先づこれからの期節物として、南瓜、水瓜、マクワの穏

しっかり結びつけてをく方法がとられている。 子がある。殊に南瓜は夏にでもなればどんな家庭でも一夏

卓
、
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成澤：野翻烏の義謹その他

ふかしたものも用いらｵ1エいるが．勿論竪氣は巌禁で、之

等台所の窪津を手数でも総別に煮るだけの熱心さが慾しい

ものである。

市販の餌
〃

必要な餌を数種混合して之を睡搾して煉瓦位の手頃の犬
／

きさにし、次圃に見る嫌な客器に入れて賓り出している。

之を資っている所はM諦弓S.Waltham54.Feton56.

地HydePirdFeederGompanyでぢる。

G1は種子と固脂を混ぜて塵縮したものでｳ浜誌'嶌ビ
』 シウエツト

モン冬シ少ぐ－ド

カケス類、モノマネ鳥等に適する。

G2は南京豆を瞳縮したもので、一寸吾藍の雪轆;の歌態

では手を出せないが、上記の獄に、ヒマワリの種子、カボに、ヒマワリの種子、カボ

に10ケや20ケ

ほ食べ患。そし

て鰺しい種子は

何等利用すると

ころなくゴミ捨

場に投げ入れら

れてしまう。此

の瓜類の種子を

各小中學の生徒

耗欝

に呼びかけて、］人僅に1合持って來てもらっても、大L

たものである。私の町にも小中高校を合せると6,000人か

らの子供がいる。1人1合持ち寄っても6石という多量の

禰子を集めることができるので､参議員の散漂を集めるよ

り確蜜性があると、今から胸をおどらせている。

花園の種子も捨て上はならないものである。ハルシャ

ギク、ヤグルマソウ、百日草、コスモス、金蓋花、アスタ“

一．

野菜畑潅はパラモンジン、大根、燕、ホーレンソウ等で
ゴールドフイシチ

必種の烏を集めることができる。ア1、リはホーレンサウ

好きで有名な鳥である。

7蝿もない、ゴミ捨場で南瓜の種子を漁るのも艘裁がわ

るいという人におすLめしたいのは雑草の種子である。ア

ワカェリ､スぐメノテツポウ､エノコログサ等を完熟する一
ゴールトブィンチ

寸前に穂を切って､新聞にひろげて乾して用いる､アトリ、

木雀は好んでこれをつ上き廻織･；も

その他

食卓の除りもの、例えばアメリカでは、パン屑等をやっ

ているが、日本であ最近は充分”パンも出廻ってい箔か

ら、此等の屑を丹念に集めれば相営なものになるだらうと

思う。その他ジヤカイモ･の皮、カポヂ･ヤ、サツマイモ等の

チャ、氷瓜等、今迄すて上

省なかったものが蜜に職し

い童であり、之を以上の様

に座搾すれば立娠な代用食一

が出來上る｡｡､斯うして餌を

作って市販して、そｵLで立

派な會献か出來て居り、經

誉もうまくやって行かれる

ということは如何に釆國の

野鳥熱が高いかを物語るも

のである◎

１
１

蚕

ヨ■

｜

以上一應野鳥の餌に何を用いるかを雷きつらｵaたのであ

るが、更に之等の餌をどんな容器に入れるかをかいつまん

で記してみよう。

1．棒歌の容器

5cm角、長さ30Cm位の棒の四方に手頃に穴をくり抜い
シツエツI、ノ

て､その中に固脂やヒマワリ、粟等を混ぜて淵いうちに
詰めるのである。外氣が冷えているから、直ぐ固まる今そ

一

矛トク、似 の棒の上に天蓋をかけて、木と木

との間に針金を渡して吊して置く

のである。これは栗鼠よけには非

常に効果的である。若し栗鼠等の

倶のない場合とか角柱が手に入ら

ない場合は長さ50-100cm，直

"10-15cm位の丸太の雨側に穴

を刈って、その中に前の食淑を流

し塾み、固まってから手頃なとこ

ろに水ZFに置くのもよい。

斯うした簡箪な給餌器は果樹園

にも用いる。小鳥は勿論此の総餌

器に集まるが、その外鹿に果樹園

て呉れる。

J1”K杢型pnU…ーハU料匿r

篭

筐
～

その外鹿に果樹園を飛び廻って昆愚を捕へ

----（35）一一
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成難：野鳥の養護その他

2．漏斗型餌器

弐に示款様な器で､､その容器は大磯1週間分の餌が入る

位の大きさである。

璽
減り具合を何時でも見られ

筒どの餌箱でも共通的に考えられる事わ、その地方の積

雪量を考えて常に餌箱が雪面上に出る綴にして置かないと

折角の餌箱力無駄になる倶があるから，支柱は充分高くし

ておかないといけない。叉猫やイタチの危瞼、鼠の盗難の

倶のある場合は、､支柱は鐵樺にするか、ブリキ板で巻き、

高さも充分高くなければならない｡

除り間くすると餌を出し入れするのに困るから、そこは

場合場合に應じて加減する必要がある。

斯うした餌箱をつくると最も集つ浜来るのは何虚でも同

じらしいがアメリカでも雀には閉口垂れている様である。

雀も少ければかえって人から愛されるのであらうが、除

b多くなると被害の方が目にaき易い。

人間でも人口過剰になると人口制限が論じられて、人工

流産が平氣で行はれる様な時勢である。

雀も人口制限をやればよいというのでCOB･ムーア氏は

次の繊なことをいっている。

卵と災を1週間に1回位づつとる。或は特に雀の入る蕊
箱を作って時入巣をこわす。

自然に作られた巣をこわすにはレーキ・ホーク・竹竿の

先につけたカギ等で瓦の下を掻き廻わずのである。一寸可

愛さうだが成鳥を殺すのではないから惨酷な仕打で随いこ

る様にし､亡澄くとよい。

寺

夢

下部は穀粒が渦り落ちる鎌に細目に口をつけ、受け口は

多少傾斜さして掻く方がよい。

3． 風信器付餌箱

一龍輝獺には雨雲力叺らない様にすることが必要であ

る。固定していると上部雁蔽があっても積なく?りの雨や吹
雪では一たまりもなく水びたしになつ潔二り、雲でつまって

し震う倶がある。

そこで風信器にヒンドを得て作られたのが次圃の様な餌
箱で、箱の下部から長く外方に突き出た薄いベーヤ板力楓
信器の作用をして、小鳥の大口ほ常に風下になる糠に工夫

したものであ患。勿論支柱と箱の付け根は廻轄する糠にし

なければならないのであるが､之は自韓車のハンドルのこ

われたものを利用するとよい。時常油を差して潤滑にして

濯ぐことはいうまでもない｡

4． 小屋型餌箱

之は支柱の上に固定した餌箱で雨雲を防ぐ・ために立派な

陰擬をつけて置く、入口は四方に開いている。但し支柱を
用いずに家の側面等を利用して取りつける場合もある。

毎

此の中には給水器も入れる．、従って相営大きくなければ

ならない。

＝

~

と人工流産より数等上である。

筒饅箱に集る場合は次の様に

スプリングを附けるのもよい。

’つ霞り他の鳥は少‘と位止り木

が動揺しても吃警しないが雀は

此の丞プリングが摘れると非儲

におどろいて逃げる性質力錫る

という。

尚此の外おどし鐡砲や、いよ

いよ仕方のない時ばワナでとっ

たり、銃殺したりするテもある

が、それは了の下で、小鳥は一
である。（未完）

､

羽も殺さないようにすべきである。

一
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前述の如く根が少い關係上乾燥し易い苗畑汚は移禰簿乾燥

の害ほかか．り易いから日覆を施す必要がある、麥作の列間

に移植すると蜜が日覆の代りとなり成讃力§よ､､。
施肥、際草等は一般謹苗と鍵りはない測巴料は第1回床

替の時には幾分多い方がよい。

山出苗として使用するには2回床誉した方が安全であ

る。

第2回目の床替は播霞床で蓋成した苗と同様方法でよい

凄の間作として床替する一例

麥 の 列

I！ 耀審綴綴
_1 1、jご予〆ロG- IJ.!~rS

圃

遠慮なく何でも訊いて下さい。夫盈の擢威者に
依頼して明快な回答をして頂きます噸集雪

天然下種苗畑について

（間） 松山織林碧落出椴営腿員掛水 智

1．現在､桧捲林地丙で母樹林として適格と思はれる場

所に天然下種に依り多数の苗が生立してゐまず、此れを天

然下種苗畑として牌來利用したいと思ひまずが、如何なる

取扱ひをすれば良いでせうか｡

2．種子の凶作に備へて1の天然生苗を保存して毎年必

要量だけ山引苗として床菩説晶やうしたいと思ひますが如

何蹴る取扱ひと注意が必要でせうか。

3．資生苗と山引苗との造林成績で比較した得失があれ

ば御教示下きい。以上

（答） 林業試騒場造林部

稽天然生苗を赤松の疎称丙で義成することは比較的容易

であるが、糟林丙に養成することは種舞と困難の問題が起

り易い､特に光線の不足を來し易くこれガﾐため苗の發津
阻害し、苗形が悪くなり、病害の發生する恐れがあ為から

此の場合には下木､雑草を除去すると共に上木(母樹をも

含む）も舌-答部間伐して赫丙に太陽光線がちらちら直射する
嘘度I鷺疎開する必要がある。

天然生苗の苗齢の高いものは苗畑に移植して成績があま

りよくたい、即ち大苗時活着歩合力懸く、小苗は生育が悪
い､理想としては3年生乃至5年生で地上3寸5分から5

寸位に生長しているものがよい。

桧天然生苗の病害の丙最も恐しいのは涜ンピングオフ病

である、此の病氣は多曝で光綴不足の場合に特に多く發生

する。

2．天然生苗を誰成しておいて必要に應じて山引し苗畑

に移植謹成することは種子の貯職に對醐の貯職とも云う
べきことで種子凶作の對策として一方法である。桧天然生
苗の秦苗上の注意大要。

形吠のよい湿健苗を選んで掘双為、此の際苗木業着の多
くは手で苗詮引抜くの力糎例だが移植鰻等で可成苗根を傷

めない綴に掘取ることが肝要垂ある（天然坐苗は一般に根

系が移植に湛え得る鎌Iこ發逵しているものガ沙い）

山引の功鶴ほ護生している苗の粗密度、地形、土賀等に

より一稼でない物蝋練人夫は1日に4,000本乃至6,000本

位が普通である。

苗畑に移植するには一つの植穴に2本乃至･3本宛植える

寸６尺１
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ｌ
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Ｉ
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麥 の 列

3．蜜生苗と山引苗との遥林について比較した成績はま

だ見たことはないが、天然生苗は發芽常時より荒い自然の

醗境のもとで生育し、自然の陶汰を受けて残った關係上前

者より湿健~Gあることは確で、病害に對し抵抗力の硬いの

も其の一例である。

然し苗畑で養苗中に主幹が二本以上分立し易‘,から注意

，を要する。
1

●

〆

私は東北の山林に勤務する恵一普及員です。 r林業披細
は私達に取って、非常に参考になりその配布をいつも心待

ちにして居霞す。た蟹難を言へば、少し程度が高すぎると

思ひ萱す。それから何とかして毎月出るようにならないも

のでせうか？衝喪が年額200円ではそれも一寸無理かも知

れませんが少.し位高くなつ，でもよし､から是非月刊にしてい

た野きたいと思ひまず。これば私濁りの麓ではないと思ひ

ます｡何とか御考慰下さい。（東北習聖

××

編集者より一同糠の意味の樹踊望の投書を最近澤山頂

いて居ります。誌面の都合で此の諜に對する詳しいお

答えが出来ませんがすでに樹歸建に添ふ嫌に努力中で

す、筒末尾の職集室より」の記事も御参照下さい。
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して本書全巻の序論たらしめ､第1節｢林業の概念」は森
林の敷用と権鬘獅含とを一麓として説明せられているが、

これはやはり別登に価観する方が理解せしあ易いと思はれ

る。

2.第2章林業と國民經濟の部に於て土地.森林講源､
經螢形態の3項目を主題としているが、この外に勢力、雇

怖.･賓本．國民所得．林産物需給の項目を加えらるべきで

はあるまいか。

3．同章中に「林業の經櫻形態」の節を設け、その内で

有形態と經管形態とを分測躍ずに説明せられているが、こ

の2つの概念は腫分しながら同時に解説する方が事態を理

解せしめる上に必要であると思はれる。

4．林業經誉論の分野にあっては、林業の經誉經濟的原

則を殻明したる．上これに必要なる測鮒・鮫利･評償等の蟹
分科を掲げ、それらの準脆お下に林業經誉上行はねばなら
ない森林の經理法に及ぶことにより林業の經管に開する各

分科の賑絡を一層明かにし、その全貌の理解を助けること

が出來るであろう。

全雀の総成についてはおよそ以上の如くであるが、次に

丙容について若干の私見を零げて見る。

（イ〕「森林の瀧遡と嚇分の構造」という2つの項

目があって對照的に見えるが、森林と林分との關係が明か

にせられていない、叉森林の構造として森林の本質とその

職成、栽淋の動態及び森林の形態とが説明せられているが

その丙に森林の生長性、立木度一閉鎖度(欝閉度）につき

もつと積極的に読明せられてしかるべきではないか。

（ロ、林分の權造中林型としては単暦林・複層林等林冠

の形態随分を學げ､樹種の構成による分類､林相推移の状態

による腫分は林分の種類とする方が穏鴬ではあるまいか。

〔ハ）作業種による分類の丙に法正林を加えたことは奇

異である。法正林はやはり森林經理學上の概念として作業

種唾分に入るべきものではある童k､。
（＝〕從來慣用の職幹級」の用語を特に「樹冠級」と

改めたことに別に異存ばない。しかし樹幹の良否もその形

状も樹冠状態と共に問題となるのであるから、特に用語を

替えなくとも左程の不都合はあるまいと恩ほれる。、

（ホ）錯林の章に於ける撫育作業と天然更新との熟であ

るが、林分撫育は林分自髄の雲境を綱盤するだけではな

く、土壊構成に影響するものであり、これが林分の生長に

關係､3－ること、叉このような撫育が行はれることにより林

地力斬謂受種状態になり、天然更新の可能性を確資ならし

めるものである･ことを暇澗せらるべきだと信ずる。

（へ）森林利用の章を森林の利用と林産物の利用とに大

別し後者は序言中にもある邇り蒋に簡略せられたのである

が、前者の部分については林業管理の部面を或る程度包含

〆一へ一一へ…

笏

働塁

島田教授の「林學概論］を讃む

太田勇治郎

林學という単問は林業に開する龍基礎科學の上に成立せ

る應用的綜合科學であるから、その構造侭複雑であり、叉

多元的であるのでこれを一つの侭系に組立て、濁立の學的

組織を持たしめるためには林學通論が成立しなければなら

ないはづであるが、林學は鎧林學のような技術學が先づ成

立し、この主家につぎたして出來た學問なので、その間を

貫く通論が完成せられるに至らずに來ている。全貌を理解

すること。

林學通論はそれを瀧成する各分科の軍なる併列であって

は意味をなさない。どうしても一つの瀧造贈とし迄組み立

てられたものでなくてはならない。邇論は叉敢て新學説を

たてるという性愛のものではなく、既往の業讃を整理L邇

説の要黙を明砿に鱒えるものでなければならない。

今回經誉評論献から新たに刊行せられた島田教授の新著

書琳學概論」を右のような見地から異常な興味を以て批

到的に邇讃した。

全釜282頁を12章に分けられてゐる。との総成は第i一
3章を総論、第4－7章を林業生窪技術論、第8-10章を

林業鍛諭とし最後に林業に關遡-る隣家制度及ll堺淵柴
の展望を附したもので、巧みに相互の關連をつけ、學間艘

系として築き上げることに成功したものといって差支えな

いであろう。特に注目すべきことは僅か282頁の両に林

學の各分科に亘り専門的事項の殆ど全部が網羅せられ、こ

の1筋によって相雷高い永準の林學に關する原理原則を理

解し得ることである｡達意の文を以て正確且つ平明に説明
せら江1字1句も無駄がないまでに糖練せられている鍵は

高く評債せられるべきである。又こLに蓮することの出來

ないのはその表現が近代的であって、充分刻喧的感琵を表

はしていることである。兎角陳腐な感じを與えがちな林學

の文献としては確かに出色の業綬ということが出來るであ

ろう。

かくて本稽は林學邇論として内外を邇じ最も整頓せる著

譜ということが出來るけれども、斯學發達のためこの磯衝

に於て若干の所見を申し述べてふようと思う。

1．第1章は森林と國民交化を主題とぜるものであ愚が、

その中の緒言は林學概論全般に豆る綜読であるから、分離
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莚
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せしめて説明する(ま適切であると上､グことが鵬来る。従て

收礎の調題伐出作業の計識及び撒出の設計につい;ても鯛
れて置くことが望霞しい･

（ト）森林保護の章中に林地の荒溌とこれが選溺防止に

開する技術を包括読明せられたことは極めて適切な取扱方

というべきであろう。 。

（子）第9草ばr森林評侭」と表示せられているが．こ

れは林業計理と力戴は林業評償とかの用語の方力嘩ろ安営

ではないである,う》､｡そして較利腱關する基本を若干説明
することが必要であると思う。因家に土地期望膿を土地收

益便と改めんとする提案に對しては全面的に養成である。

方窪し鰯驚涛篭職驚鰯篭諾
る事業である」として現質の頚資を學げて論ぜられてある

がこれは銃成林業地については首肯出來るけれども、經濟

的立地條件の不良なる地域に於ける林業一日本に瞳この

ような條件の下にある地域はまだ相當残されている一に

まで延長することは疑問である。 ．

（ヌ）森林經理の章は甚だ要領よくその原理が説明せら

れている。こ上で想起することは第1章中に解読せられた
り

『林業の.目的」の要旨を林業の經誉目標として森林經理の

章中に於て併列的でなく立燈的に識明する方が問題を理解

し易からしめるのではあるまいか。

〈ル）輪伐期は作業級組成の一要素であり、伐期齢に基

づいて定められるものであるが、伐期齢の決定方法には似

種類あってその何れかに準搬すぺきもののように考えるこ

とは安富だほない｡例えば經誉經濟的に羅も有利とする場
合にあっても經濟性と收益性とは同時に考慰せられなくて

はならないけれども何れかに霞きを置かんとする場合の選

澤は結局經誉者の劉箇に歸するの外なく、これを一元的に

代表的解決を測ることは出來ないものと思う。従てこの判

定の手段を災えるだけに浦足しなければ雄らない性質のも

のと思う。これは本書に對する敷妙1というよりも寧ろこの

機雷に私見の一端を披瀝したに過ぎない。

以上いろいろな黙について述べたが、それはこうした方

がよりよいのではないかというわたくしの好みを申したに

止まり、これによって本書の償値を損するものではない。

本書は先にも記述した邇り舞嵩中の白眉であることには何
等鍵るところがないぱ力割りでなく、赴會に進出して一般の

人盈にも愛調せられる文献たり得る資椛を具えるものと恩

はれる。本嘗の出現によって林業に對する正しい献會的認

識が高まると･余ればその敷果は甚大毛ある。著者に對し深

く敬意を表-ﾘｰる。

吟 （昭和25.10.23）

經本國土綜合開發事務所監修

「府縣別現況分析綜合圖表」

推薦のことば

日 林 協

内外の政治經濟情勢に即鵬して吾國の國土綜合開發の必

要性が痛感されているとき國土綜合開發凌の制定を契撲と

して科學的見地に立った綜合計謹の樹立並に之が資施の燈

制が次第に整備されつ上ある。この秋に富り經濟安定本部

國土綜合開發事務磁力辮合開發計識樹症の参考漬料として

行っている地方現況分析作業を編瞬刊行されたのが本書で

ある。

本瀞は約170の統計を基礎として52種の脇表によって

入口、資源､産業經濟.財政等の演範な分野につき府縣

別基礎資料を分析して、あざやかな方法によって各種の指

標を有機的に綜合したものであって地方經濟構造の捉へ方

の正確さと巧妙な圖表化によりこの種資料に乏しい我國と

しては未踏の分野を開拓したものと云っても過言でない。

林業關係についても森林蓄積､伐採､生産､荒騒土地制
用､産業構遣電力､災雲公共事業費等につき参考啓發
される所が多し､、綜合開發計謹､林桑綜合計謹の好箇の資

料となるばかりでなく經濟地理、献曾科等の良い参考とな

り他部門の研究に充分の時間を割き得ない者にとっては短

時聞に礎い分野にわたって基本的問題を綜合的に理解する

に絶好の良書と信んずる､官聴､曾献､學校等の指導､企
劃､照査等の執務の参考書として炭く推薦する次第である。

（本癖に於て斡旋する、定償1部500圓融遥料35圓）
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日本林業技術協會長野支部

辮卜六{鵬委員衝は緊急必要ある場合の總曾の決識を勢す
る事項を庭理することが出来る

但しその場合は次の總會に於て承認を求めなければなら
ない

第玉章分會

第十七縢分曾は次の通りとする

一、瞥林局分會

二、縣腫分會 、
三．其他特定の分曾

醤林署は誉林局分曾に地方副職所は縣聴分爾に入るも
のとする

愈献、個人、その他民間曾員は子の職域地域を考恵し
前項の何れかの分會に合流するものとするその場合

は委員會の決定による

鋸卜八際分曾には役員として分曾長及び分曾羨負若干名
を置く

委員の丙二名以内は常任とする

第-Iづし條分會長は會務を虚理するため幹事若干名を置く
ことが出来る

分欝長は分曾員の選緊によって定める
委員及び幹事は分會長これを委蝿する

第二十條分雪は刊行物の配布、會饗の瞬攻，會員の異動

曾員募集等につき支部の事務を分掌する
前噸の事務は熱め支部長の承認を經て斗部と蓮縦するこ
とが出来る

第二十一條分霞役員の任期その他は支部の規約を準用う‐
ろ 、

分會役員力錘任された時叉は鍵更があPた時は麦部及び
本部に報告しなければならない

第六章會計

第ニトニ條、本支部の經費は本部の交付金及び其他の收入
を以てこれにあてる

第二十三條本支部の會計年度は毎年四月一日から翌年三
月雲十一日までとする。

附則

第二十四條本規約は昭和二一卜五年十月十王日より有効と
、

する

第二十五條昭和二十五年十月-1-五日現に存する分會は本
規約の手績きを了したものと承なす

規 約

． 第一章穣成

第一條太支部は長野縣及び岐阜縣坂下地方腱居住する日
本林業技師協會〔以下鼠に本部とい；）の會員及び特別
會員を以て組織する

第二篠木支部は職域によって分會を設ける

鍛三條本部に對する入倉叉は這曾申出は分會寺迩1二て行
／い分曾は之を支部に報告するものとする

第四條本支部は長野螢林局丙に置く ′
第二章事業

第五條本支部は本部の目的を達成するために左の事築を
行う

一、長聯胆方分鍜箪位として本部の事業を推進し並に之
に協力すること。

二､本部の目的に合致する地方蝿蝶の企鵠賓施詐に

本部への獅告’
三､所鬮曾員の異動調査
四、本部及び分會との連絡

第三章役員及び顧問

第六艤本支部に役員として支部長及び支部委員六名以内
を置く

支部委員中三名を常任委員とする

第七際支部長は總曾に於て會員の選緊により楚める

支部委員は支部長が委獺する常任委員も亦同じ・
第八際支部長は支部を代表し支部の會務を總理する

支部総任委員は會蕊を執行し支部長事故あるときは其の
名により事務を代行する

支部委員は支部長を補佐し會務を分掌する
第九際役員の任期は二年とする但し重任を妨げない

補鉄者の任期は前任者の任遡を繼承する
第十際本支部には顧問を置くことが出来る

顧問は委員霞の推選に韮さ支部長が依瓶す､る
顧濁は支部長の諮問に腰じ支部の蓮蟹に付意見を述ぺる

第十一條支部長は會溺を塵理するため幹事吉千名を置く

こ・とが出來る

第四章會譲

第十二條本支部の會譲は總會及び委員霞とする

第十三條邇常總寶は毎年一回之を開催する
麦部長は委員會の決識に基き臨時に總會を招集すること
が出來る

臨時臘曾は支部長其の必要を認めた時叉は支部曾員五分
の一以上の請求のあった時支部長これを招集する、總會

はやむを得ない場合は招集によらず醤面にエって開催す
ることが出來る

第一卜四條總會は次のことを議決する

一、支部の撫算及び決猟の承認
二、支部規約の塗更
三、委員曾からの提出轆項

四､其他總會が必要と認ぬた事項
第十五篠委員曾は曾務趣行上必要ある場合麦部長が随時

之を招集する

必
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歎吉麿彦雄平一郎郎

○富員數が1万にもなって居るのに會誌を隔月に出'すこと
は東北N生の指摘された通り識に残念である。何とかして
月刊にしたいといつも經理状況とにらめっこして居るので
あるが仲為その踏み切りが付かなかった。月刊にするため
輝(ま矢張り人員も懸化し、原稿も相態して集まらなければ
旗らない。叉伴って支出も埼加することば勿論である。然
し何としても月刊にしなげれ侭ならないと思う。19叙年
に朧創立30周年を迎へることではあるし是非此の機曾に
露を厩るべ<各位の御希望に添う決心であることを此の
鰯から回答して置き茨す。と同時に會饗の黙も若干考へて
亀ら朧なけ紅ぱならないと思う。

○30周年記念豪業の一として太溌に公告した嫌に懸寅論文
の募集と林業篤眞コックールを行ひま炎會員は勿論、そ
の他からも奮って隠募せられんことを期待する。その他各
種の記念事業を計登して居るが近凌發表の溌定であるが、
此の19認年侭本曾躍進の礎ともなるであらう意錐深き年
たらしめなければならぬ。曾員各位にも芽出度<此の年を
通へら紅んことを斬りますb(松原記〉
○此の後記を書も､て居る最中に會員数を計算して見るとと
ととう1万名を突破した。此の吉報を1651年への贈物と
したい。〈松原記〉

蓋.藷悉．。。林業手帳が印刷に窓外に手I糊眠り必死
ヘハーー

の督勵にも拘らず藻走より大謹残れましたことを深くお詫
び申上まず。

I
○11月9日銘5厄I常務理蕊雷〔於木曾）

松川理事長以下松原＄中川、小倉樹平野、吉田各理事が
出席30周年記念事業､懸撤論文募集等についだ協議した

○11月29日陸護博士からアメリカ説察談を鯛<會」を午
後2時より参議院曾館に於て開催､主としてアメリカの
WHIterShedControlについての話を開いた。（話の要

旨は次溌に掲載の磯定）

○12月8日第6回常務理蹴曾(於木曾）
訟川理事長、騒原専務理事、中川、小倉、ユi雷、吉田、
各諮務理事出席懸賞論文募集の件､林渠篇箕コンクール
開催の件、昭和26年度落算の大綱その他について打合
せ協議した。

012月8日第8回術務理事街に引騨､て木曾事務所建築
に翻し、輪任委員衡を開催して打合せを行った。

○12月1日現在曾員数、正曾員9,915名、特別會員98名
合計10，03名。錘に目漂の1萬名に達した。

…

編集室より
一ー~一

○學樋會議衡員謎緊の結果は大糧耀想通りの好成演であっ
た。今まで林學の會員敵2名に對し9名に職如したことは
何と言っても欣ぱしい。常避された方点の今後の御活躍を
切に期待するものである。

ｒ
ｌ

L一
一

I

昭和26年1月5日印刷 頒臘40腿
昭和26年1月10日發行 （遥料共＞

發行所 賦團法人日本林業技術協會 ，
東京都千代田唾永田町2丁目1番地 ；

電話(58)1508番#露東京604墾番’

林業技術第108鵬
（改題第15識､蛮行部蝉1.000部）

松原 茂

水 野義 男
室立印刷株式曾献

縄黒發行人

印刷人

印刷所
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